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内藤（事務局長）  皆さんおはようございます。 

 第１６回の神崎町・大河内町合併協議会をご案内させていただきま

した。 

 今日は本当に寒い中を朝早くからお繰り合わせご出席いただきまし

てありがとうございます。 

 早速でございますが、小寺議長の方からごあいさつをいただきま

す。 

小寺（議長）    どうも皆さんおはようございます。 

 非常に今日は、非常によく冷えておりまして、ご苦労さんでござい

ます。 

 通例ですと、大体この協議会昼からの開会が今まで予定をしておっ

たんですが、本日は午後につきましても、特に町長さん方用件等があ

るそうでございまして、今日は非常に寒い中、午前９時の開会という

ことにさせていただいております。 

 この協議会も回を重ねまして、今日で第１６回ということで、今年

の３月の末に県に申請を控えますと、もう約１カ月ほどしか討議の時

間もございませんし、皆さんに協議をしていただいた内容につきまし

ても、約九十五、六％が大体合意に達しておりまして、もう一、二回

を開催させていただきますと、何とか協議内容が全部完了するんじゃ

ないかというような状況に来ておりますということで、本日につきま

しても最終コーナーということで、当初の案内ですと、提案をいたし

まして協議をしていただくことになっておるんですが、特に協議内容

については、いろいろと重要な案件もございまして、事前調整等が手

間取った関係もございまして、本日につきましても、事前に皆さんに

ご自宅の方まで届けていただいた中で本日協議をしていただくという

ようなことになっておりますので、ひとつ中身等をよく吟味をしてい

ただいた中で討議をしていただければ幸いに存じております。 

 議長につきましても、できるだけ皆さんの質疑内容等について、で

きるだけ丁寧に扱わせていただき、できるだけ今日の協議につきまし

ても午前中に終わりたいと思っておりますので、ひとつご協力をお願

いいたしまして、開会のあいさつといたします。ありがとうございま

した。 

内藤（事務局長）  ありがとうございました。 

 続きまして、上野副会長からごあいさつをいただきます。 

上野（副会長）   皆さんおはようございます。 

 年末から厳しい寒さが続いておりますけれども、本日早朝から第１

会 議 経 過 
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６回２町合併協議会に参加をいただきまして、ありがとうございま

す。 

 前回の第１５回合併協議会が昨年の１２月２６日でしたから、約１

カ月ぶり、そして本年では第１回目の協議会ということでよろしくお

願いをいたします。 

 この間、いろいろなことがありまして、まず１月１８日に神崎町長

選が告示をされ、同日足立町長が無投票で４期目の再選を果たされま

した。足立町長の今後の、これまで同様のリーダーシップあるいは指

導性をもちまして、この合併協議がよりよい形で協議ができますよう

にお願いをしたいというふうに思います。 

 それから、昨年の１２月２２日に市川町議会で３町合併協議が可決

をされ、１月５日、神崎、大河内の議会で可決がされまして、１月６

日に３町合併協議会が設置をされました。そして、１月１０日、１月

２０日と第１回、第２回３町合併協議会が行われ、予定といたしまし

ては、２月１９日までに第５回の合併協議会を開催をする予定になっ

ております。そして、その翌日の２月２０日の日に大河内町では住民

投票をすることになりました。先日選管を開催いたしまして、２月２

０日ということになりました。 

 私は、この住民投票については、時期が時期ということ、あるいは

内容も含めて慎重に扱うべきというふうには考えておったんですが、

住民請求に基づく住民投票ということで、これもひとつの法律に基づ

いた手続ということで、議会に提案をさせていただき、一部修正の中

で住民投票を行うことになりました。住民投票の選択肢については３

町合併、２町合併、単独と、この３つということになっております。 

 そして、市川町も住民投票が実施をされるということで、恐らく同

じ２月２０日、同日ということになるんではないかなというふうに思

います。市川町については、３町合併をするしないの選択になってお

ります。 

 この２月２０日といいますのは、２月末に県との予備協議がありま

すので、ぎりぎりが２月２０日ということで、条例の可決から３０日

を経てということをした結果、２月２０日ということになっておりま

す。 

 そして、この運びでいきますと、３月８日に県の政策会議があり、

そこで正式に合併協議という手続になるんではないかなというふうに

思います。 

 また、近隣では香寺町の住民投票が１月１６日に行われまして、１
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７４票差で姫路市との合併を選択をされました。この中身について

は、恐らく人口２万人のコンパクトな香寺町でも財政的にはやってい

けないことと、合併特例債の適用期限内の合併を目指す、この２点が

選択結果になったんではないかなというふうに思いますが、一方神崎

郡といたしましては、広域事務組合の運営などを含めて非常に厳しい

結果でもあるんではないかなというふうに思います。 

 また、夢前町が明日、姫路市との合併をする、しないの住民投票も

行われる予定になっております。 

 こういうふうな状況で、いよいよ神崎郡、香寺を除いた運営を含め

て今後いろいろ考えていく必要があるんではないかなというふうに思

います。 

 先ほど議長も申されましたけども、本日の協議事項５点につきまし

ては、事前配付でもって事前提案にかえさせてもらうものばかりです

が、よろしくご審議をお願いをいたしまして、開会に当たってのごあ

いさつとさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

内藤（事務局長）  ありがとうございました。 

 本日の会議につきましては、顧問の前川県会議員さんが所用のため

にご欠席されております。 

 また、委員さんとしましては、藤原博一委員さん、藤原鉄也委員さ

ん、藤原昇委員さん、この３名さんがご欠席ということで報告を受け

ておりますので、ここに報告を申し上げます。 

 また、県民局長さんのかわりとしましては、浜田参事さんにご出席

をいただいております。 

 また、資料のところでちょっと不手際がございまして、お手元に財

産の取扱いの中の資料としまして、事務事業の調整報告書、これ１枚

をお示ししておりますので、また差しかえの方よろしくお願いしま

す。 

 もう一つ、委員さんには報酬ということでお払いした源泉徴収票を

お配りしております。また、申告等にお使いいただきたいと思いま

す。 

 それでは、早速でございますが、議長の方から進行をよろしくお願

いしたいと思います。 

小寺（議長）    それでは、会議次第に従いまして進めてまいりたいと思います。 

 本日の出席委員は２８名中２５名の出席を得ておりますので、会議

規則の定足数に達しております。よって、本日の会議は成立いたしま

す。 
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 ただいまから第１６回合併協議会を開催いたします。 

 本日の会議録署名委員に岩本精介委員、尾上徳美委員をそれぞれご

指名申し上げますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、議題に従いまして進めてまいります。 

 また、発言の際は町名とお名前をお願いいたします。 

 なお、今回は報告事項が２件提出されておりますので、お願いをい

たします。 

 まず、報告第３３号新町名称・庁舎等検討小委員会の報告につい

て、立石委員長からお願いをいたします。 

 立石委員長。 

立石委員      大河内の立石でございます。 

 それでは、私の方から第６回の新町名称・庁舎等検討小委員会の開

催状況についてご報告申し上げます。 

 第６回の新町名称小委員会につきましては、去る１月７日金曜日午

後１時３０分から、大河内町役場３階会議室におきまして、１０名中

９名の委員さんのご出席をいただきまして開催をいたしたところでご

ざいます。 

 会議の内容につきましては、第５回の小委員会で第１次選考として

２２点を選考いただきましたが、２次選考では募集要領に従いまして

５点程度まで絞り込むことになっておりましたので、第６回小委員会

ではさらに絞り込んでいただいたところでございます。 

 この手順につきましては、９名の委員さんから１点ずつ投票いただ

きましたところ、６点の新町名称が選考されましたが、これを５点ま

で絞り込むべきか、または要領では５点程度となっておりますので、

６点でもよいのではないかといった議論を踏まえる中、６点の中に北

播磨町が上がっておりましたので、近隣市町への影響から県に照会を

する必要があるといった点から、この６点から北播磨町を除外すべき

ではないかというご意見を踏まえ、全委員さんのご意見を集約しまし

た結果、資料に提出されておりますように、５点の絞り込み結果とな

りました。小委員会では、この５点を合併協議会に提案をしていこう

ということになった次第であります。 

 なお、以前の小委員会で、識見者の意見も聞くべきということがご

ざいましたので、このことにつきましても検討をされるよう事務局に

申し伝えたところでございます。 

 これら選考の内容につきまして、さらに詳しく事務局からその報告

をしていただきます。 
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 以上をもちまして第６回の新町名称・庁舎等小委員会の報告を終わ

らせていただきます。 

小寺（議長）    ありがとうございました。 

 それでは、事務局の方から補足説明をお願いいたします。 

 浅田次長、お願いします。 

浅田（事務局）   おはようございます。 

 それでは、早速報告第３３号の、立石委員長がご報告をされました

詳細部分につきましてご報告をさせていただきたいと思います。 

 それでは、資料をめくっていただきまして、大変恐縮ですけれど

も、Ａ３の縦長で大変長い用紙なんですけれども、これに基づきまし

てご報告をさせていただきたいと思います。 

 まず、この新町名称の５つの候補の選定の経過ということで１枚に

まとめさせていただいたところでございます。 

 昨年の４月１４日に第１回の新町名称の検討小委員会を皮切りに、

第２回、第３回、第４回、第５回という流れの中で、それぞれ新町名

称の選定方法また選定基準、そして現行の神崎、大河内という名称の

取扱い、そういったものも踏まえた募集要領等の制定を行い、そして

名称の選定に係る名付け親の関係、そういったものにつきましてもい

ろいろ議論をいただき、昨年の９月１０日の第４回の小委員会におき

まして、最終的に公募要領を決めまして、公募期間を１１月１日から

１カ月間行うという形で進めてまいったところでございます。 

 そして、１１月末で絞り込みを行い、作品が８８６点ございまし

た。そして、一部無効の作品がございましたので、８７７という有効

作品の中から、第１小委員会の方でまず２２の作品を選んでいただき

ました。 

 この２２の作品を選ぶに至りましても、第１小委員会の委員さんで

４回の投票を行っていただき、厳粛に絞り込みをしていただいたとこ

ろでございます。そして、先ほど委員長から報告がございましたよう

に、去る１月７日に最終の合併協議会提案の５候補、これにつきまし

ては先ほども報告がございましたように、６つの候補が上がったんで

すけれども、１つ除外をしたということで、最終５つの作品を選ばせ

ていただきました。 

 その作品につきましては、一番下のところに、まず応募作品８８６

点、そしてその中の有効８７７、それから第１次選考の２２作品、そ

して第２次の選定の５作品、これにつきましては「美里」「神河」

「秀峰」「埴岡」「わかば」という５作品が最終の５候補に残ったと
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ころでございます。 

 この後、最終的な協議事項の中で、本日、新町名称の決定という協

議事項上げさせていただいておりますので、そのときに新町名称の決

定等お願いできればというふうに思っております。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 ただいま報告のありました新町の名称絞り込みにつきまして、何か

ご質問等がありましたらお受けをいたしたいと思います。 

 ご質問等ございますか。 

 絞り込み等の過程、また中身等の中でご質問がありましたら、お受

けをいたしたいと思います。 

 名称の決定につきましては、また後ほど、本日協議事項に上がって

おりますので、そのときにお願いをいたしたいと思います。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    特にないようでございますので、これで報告第３３号につきまして

は終わりたいと思います。 

 なお、新町名称の決定の件につきましては、後ほど協議事項でご検

討をいただくようになっておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

 次に、報告第３４号平成１６年度神崎町・大河内町合併協議会歳入

歳出補正予算（第２号）について事務局の説明をお願いします。 

 浅田次長。 

浅田（事務局）   それでは、報告第３４号平成１６年度神崎町・大河内町合併協議会

歳入歳出補正予算（第２号）についての報告をさせていただきます。 

 この補正予算につきましては、資料１枚目の方に書いてございます

ように、上野副会長の方からごあいさつありました本年１月５日に神

崎町、大河内町両町におきまして、神崎、市川、大河内の３町の合併

協議会に係る設置の議案が可決をされました。当然、この２町と同様

に３町の協議会を運営してまいりますのには、経費が発生をしてまい

ります。その経費の関係につきまして、現在２町の合併協議会で負担

をしております経費の中から精査をいたしまして、この３町の方に負

担金を行ったところでございまして、当然２町の負担金を一部減額を

して３町の方に捻出をしたところでございますので、この２町合併協

議会の補正予算の方で２町の負担金を減額するという補正予算が発生

してまいりましたので、その措置をとらせていただいたところでござ

います。 
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 また、あわせまして、先ほど名称の関係でご報告をさせていただき

ましたように、この後名称を決めていただいた皆様方のそういった記

念品、感謝状、こういったものの科目を年度当初に設けておりません

でしたので、そのあたりにつきまして今回の補正と同様に精査をさせ

ていただいたというところでございます。 

 それでは、まず資料の４ページの方をお開きいただきたいと思いま

す。 

 こちらの方で歳入歳出予算の補正ということで、今回補正をした内

容につきましてご説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、歳入の方で分担金及び負担金、補正前の予算額が３，５７９

万６，０００円で、神崎、大河内の分担金６８万３，０００円ずつの

計１３６万６，０００円を減額をいたしたところでございます。 

 そして、それに見合います歳出、まあ出る方なんですけれども、こ

ちらの方の関係、総務管理費の方で１３６万１，０００円の減額、そ

して２の事業費の方で３万６，０００円の増額、そして予備費で調整

をさせていただき、マイナスの４万１，０００円という形で、トータ

ル１３６万６，０００円の補正をさせていただいたところでございま

す。 

 この詳細につきましては、資料少し飛びますけれども、６ページの

方をごらんいただきたいと思います。 

 ６ページのまず歳入の方で、先ほど申し上げました１３６万６，０

００円、神崎町、大河内町それぞれ６８万３，０００円、これは１月

５日の日に３町の合併協議会が設置されるに当たりまして、事前に３

町の予算の設定を行いました。その際に、幾ら３月末までの経費とし

て要るんだろうということを事務局レベルで協議を行いまして、相談

をかけ、この経費になったところでございます。したがいまして、神

崎町、大河内町につきましては、現在２町に負担金相当分を持ってお

ります分から減額をし、３町の方に支出をしたというところでござい

ます。 

 なお、３町の協議会の予算額総額は８００万２，０００円の予算額

でございます。そのうちの１３６万６，０００円を神崎、大河内で負

担をしておるというところでございます。 

 そして、歳出の方、７ページの方なんですけれども、少し詳細な内

容につきましてご説明をいたしたいと思います。 

 まず、会議費の方ですけれども、トータル１６０万７，０００円の

減額の対応をさせていただいております。この内訳といたしまして、
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まず当協議会の委員の報酬でございますけれども、今年の４月に予算

を設定させていただいたときに、当協議会を２４回開催する予定をし

ておりました。そして、この３月末までの見込みを２０回と想定を

し、その分皆様方の報酬を減額をさせていただきました。 

 次に、小委員会の委員報酬につきまして８６万７，０００円増額に

させていただいております。これは当初６回の予定をそれぞれ第１、

第２の委員会をしておりましたけれども、それぞれ回数が若干当初よ

り見込みが増えたためにこの金額に訂正をさせていただいておりま

す。 

 そして、監査委員さんの報酬につきましても、１回分余分に増額を

させていただき、この中で、報酬という中で調整をし、１２７万５，

０００円の減額という対応にいたしております。 

 それに伴いまして、９の旅費というところで報酬等合わせまして費

用弁償を支出をさせていただいております。この部分につきまして

も、協議会の回数の減によります費用弁償の減額でございます。 

 それから、小委員会の費用弁償につきましては、回数が増えており

ますので、２２万４，０００円増にさせていただいております。 

 監査委員の費用弁償につきましても、同様でございます。 

 次に、事務局費といたしまして２４万６，０００円の補正をさせて

いただいております。これは現在事務局の方でコピー機をリースをい

たしております。当初思っていたときよりも、コピーの枚数がかなり

増加をいたしまして、１５万円の３月末までの見込みといたしまして

増額をさせていただいております。 

 基本的には、会議資料は役場の印刷機を利用させていただいておる

んですけれども、事務調整報告書とかそういったものにつきまして、

コピーの対応が必要になりますので、その分コピー機でのリース料が

増えたというところでございます。 

 それからもう一点、事務所の使用料ということで９万６，０００円

の増額をさせていただいております。これは昨年１０月２５日以降、

神崎、大河内からそれぞれ１名ずつの職員を派遣をいただいておりま

す。これにつきましては、今後電算対応が大変重要な事務になってま

いるということで２名増えておりますので、その分の事務所使用料と

いうことで案分をさせていただき、増にさせていただいております。 

 次に、８ページの方で事業費の方でございます。 

 こちらの方で３万６，０００円の増額をさせていただいておりま

す。こちらの方で、まず右側の方で８報償費とあるんですけれども、
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こちらの方で名称の募集に係ります表彰の経費といたしまして１０万

円予算を置かせていただきました。これは当初予算の段階でこの設定

をしていなかったわけなんですけれども、第１小委員会の方で選定を

いただく中で、名付け親につきましての他の事例を参考にしながら、

やはりいろんなケースがございます。高額なお金を出されたり、商品

券を出されたり、いろいろしておるんですけれども、当協議会におき

ましては一応１０万円予算を組ませていただいておるところでござい

ます。 

 これは後ほど、決まりました名称の方に、応募された方全員に等し

く感謝状並びに記念品を贈るということで１０万円の予算を設定させ

ていただきました。 

 それと、大変申しわけございません。訂正をお願いしたいんですけ

れども、その下の旅費ということで０にしておりますけれども、こち

らの方マイナスの６万４，０００円でございます。これは年度当初合

併協の委員さんに、他の合併協等の研修旅費ということで設定をさせ

ていただいておりましたけれども、３月末までにそういった他事例の

先進地視察もせずに行けるという見込みを持ちましたので、減額をさ

せていただきました。そして、予備費で調整をさせていただいており

ます。４万１，０００円の減でございます。 

 これらで中身を精査させていただきまして、３ページの方、少し前

に戻っていただきまして、平成１６年度神崎町・大河内町合併協議会

補正予算（第２号）は、次に定めるところによるというところでござ

います。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出そ

れぞれ１３６万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３，５８６万２，０００円と定めるということで本日提出

をさせていただきたいというところでございます。 

 以上、簡単ではございますけれども、補正予算につきましてご説明

を終わらせていただきます。 

小寺（議長）    それでは、ただいま報告のありました合併協議会の歳入歳出補正予

算（第２号）につきまして、何かご質問等がありましたらお受けをい

たしたいと思います。 

 奥野委員、どうぞ。 

奥野委員      神崎町の奥野でございます。 

 この事業費、一番後ろのページにありますけども、報償費１０万円

が、表彰費が出ておるわけなんですが、応募者全員に何か報償費を充
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てるということですか、それともいわゆる町名のいわば当選者に充て

るという分ですか、両方ですか。その辺ちょっと。 

小寺（議長）    浅田次長。 

浅田（事務局）   申しわけございません。この名称の感謝状並びに記念品ですけれど

も、現在先ほどご報告申し上げました５つの作品の中で一番その１つ

の名称に対しての応募者といいますか、件数が多いのが１７件ござい

ました。１７名の方の応募がございました。そして、その方々にどう

いった品物並びに感謝状を贈るんだということも含めて、１人当たり

５，０００円相当を考えまして、少し見させていただいて１０万円と

いう想定をさせていただいたというところでございます。 

 したがいまして、最終的にお名前が決まりました方が、応募された

方が１人とか５人の場合とかいろんなケースがございますので、その

ときにはまた協議をさせていただいて、その方にどういった形で贈る

んだといったものをこの予算の中で対応したいということで、今は最

高の人数で予算の見積もりをさせていただいたというところでござい

ます。 

奥野委員      はい、わかりました。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    ご質問がないようでございますので、これで報告事項は終わりま

す。 

 それでは次に、協議事項に移らせていただきます。 

 協議第５７号一部事務組合等の取扱いについて、事務局の説明をお

願いします。 

 浅田次長。 

浅田（事務局）   それでは、協議第５７号一部事務組合等の取扱いについて。 

 一部事務組合等の取扱いについて提出する。 

 平成１７年１月２２日提出。神崎町・大河内町合併協議会会長足立

理秋。 

 お手元の資料３ページの方をごらんいただきたいと思います。 

 各委員の皆様方もご存じのように、両町ではこれまでこの現況の比

較に掲げております３ページ、４ページの１２の一部事務組合また共

同の機関の設置、そして広域の協議会、こういったものに参画またし

ておるところでございます。 

 まず最初には、ご存じのように中播消防事務組合、これはそこの右

の方にございます神崎郡５町と飾磨郡夢前町の６町で運営をしておる
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というところでございます。事務所は当然福崎町の中播消防本部にご

ざいます。 

 それから２点目に、中播衛生施設の事務組合、これは同じく中播消

防と同様に６町で運営をしております。これも事務所所在地は福崎町

でございます。 

 それから、３つ目の中播北部行政事務組合、これは北部３町の神崎

町、市川町、大河内町の３町で運営をしておるものでございますけれ

ども、内容につきましては３つございます。 

 まず、１つ目が一般廃棄物、ごみの関係ですけれども、ごみの収

集、運搬及び処理、そういった管理運営を行っております。 

 それから、２点目には学校給食、これは神崎町、大河内町の分でご

ざいますけれども、この管理運営。 

 それから３点目に、火葬場の設置及び管理運営というところでござ

います。こちらの方の所在地は神崎町でございます。 

 それから４つ目に、中播農業共済の事務組合ですけれども、これも

消防と同様に６町で構成をいたしております。 

 ここで、一部訂正をお願いしたいと思います。事務所は神崎町とい

たしておりますけれども、福崎町でございます。大変申しわけござい

ません。 

 それから５点目に、神崎郡の北部病院事務組合、公立の神崎総合病

院の運営でございますけれども、これも北部の３町、神崎町、市川

町、大河内町で、医療法に基づきます公的な医療機関としての病院の

設置及び管理運営といったものを行っております。この事務所の所在

町は神崎町でございます。 

 それから、県の方にも両町加盟ををいたしております。 

 まず１つ目が、兵庫県の全町で入っております兵庫県の町交通災害

共済組合、それから市町村の職員の退職手当組合、それから兵庫県の

町議会議員の公務災害の補償組合、それから兵庫県の町土地開発公

社、こういった県の大きなものにも加入をいたしておるというところ

でございます。 

 それから、４ページの方に移っていただきますと、余り聞きなれな

い言葉かもわかりませんが、中播公平委員会、これはその右側にござ

います構成町は神崎郡５町と飾磨郡夢前町、それから先ほど申し上げ

ましたような一部事務組合、その中には夢前の方にございますくれさ

かの環境事務組合、また福崎・香寺で運営をされております南部斎苑

の事務組合、こういった神崎郡、飾磨郡の中で組織をされております
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事務組合等も構成をされておりまして、その下の内容といたしまして

は、それぞれに勤務をしております職員の給与、勤務条件、その他の

勤務条件に関する措置の要求の審査、判定を行う委員会でございまし

て、これも法に基づきまして共同の機関設置ということで、昭和５３

年から組織をされておるところでございます。 

 それから、その下では播磨中央広域行政協議会、これは当合併協議

会と同様に、これも地方自治法という法律に基づきまして、広域的な

市町村のいろんな振興の計画を作るための協議会でございまして、こ

れはかなりの広範囲で、姫路市を中心に龍野市と家島町、それから夢

前、神崎郡５町、西播磨の方の新宮、揖保川、御津、太子といったこ

ういう広範囲で播磨中央広域行政協議会というものが組織をされてお

ります。 

 それから最後に、神崎郡の介護認定審査会でございます。これはご

存じのように介護保険法が制定をされておりますので、その規定に基

づく要介護の方の認定に係る審査の判定を業務する会でございます。

これは神崎郡でございますので、５町で構成をされております。事務

所所在町は神崎町でございます。 

 現在こういった形で１２の一部事務組合等に加入をいたしておるわ

けなんですけれども、この中で２ページの方で問題、課題点でござい

ます。 

 まず、一部事務組合や広域連合を構成しておりますこういった市町

村が合併を行う場合には、合併の前日をもってその当該市町村は消滅

をいたしますので、合併時に新たな市町村ができます。したがいまし

て、この神崎、大河内も現時点におきましては１０月３１日で両町が

それぞれ消滅をいたしまして、１１月１日に新町になるわけでござい

ます。ですから、１０月３１日で脱退をして、１１月１日に新町でそ

れぞれの組織に加入をするといったこういう手続が必要になってまい

るところでございます。 

 そういった場合、やはりさまざまな関係団体、いわゆる関係市町と

一緒に構成をいたしておりますので、そういった市町村との協議が当

然必要になってまいります。その中でも、特に先ほど申し上げました

中播北部行政事務組合、神崎郡北部病院の事務組合、これらにつきま

しては現在別に進めておられます３町の合併協議会がございます。こ

れは３町で組織構成をいたしておりますので、これが合併をいたしま

すと消滅をするということもございます。現２町の合併協議会につき

ましては、あくまでも２町で共同運営をしておるものはございません
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ので、それらはすべて合併の前日に脱退をして、新町で加入をすると

いう手続が必要になってまいります。 

 こういった問題につきましては、先ほど言いましたように規約とい

うものがございまして、それらにつきましてはそれぞれの町の議会、

また関係市町の議会の議決、そういったものが必要になってまいりま

す。こういった課題、問題点を持ちながら調整方針といたしまして、

先ほどのまず一部事務組合、中播消防事務組合、中播衛生の施設事務

組合、中播北部の行政事務組合、中播農業共済事務組合、神崎郡北部

病院事務組合、それから兵庫県に加入いたしております町交通災害共

済組合、市町村職員退職手当組合及び兵庫県の町議会議員公務災害補

償組合につきましては、合併の日の前日をもって脱退をいたします。

そして、翌日新町において合併の日に加入をするという調整をいたし

たところでございます。 

 それから２つ目に、両町が他の公共団体と共同で設置をいたしてお

ります兵庫県の町土地開発公社、中播公平委員会、神崎郡介護認定審

査会につきましては、合併の日の前日をもって脱退し、新町において

合併の日に加入するということで、一部事務組合と同様の取扱いにさ

せていただいております。 

 そして３点目に、両町が他の公共団体と協議会を設置しております

播磨中央広域行政協議会につきましては、先ほどと同様に合併の前日

をもって脱退し、新町において合併の日に加入をするという調整方針

を出させていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 ただいま説明のありました協議第５７号一部事務組合等の取扱いに

つきまして、ご質問を受けたいと思いますが、１ページの協定項目の

中に１、２、３と番号を打つんですが、１、２、２になっております

が、１、２、一番最後の２を３にご訂正を願いたいと思います。 

 それでは、ご質問を受けたいと思います。 

 ご質問ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    ご質問等がないようでございますので、ここで採決に入らせていた

だきます。 

 協議第５７号一部事務組合等の取扱いにつきまして、原案どおり賛

成の方は挙手をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 
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小寺（議長）    挙手全員であります。よって、協議第５７号一部事務組合等の取扱

いにつきましては、原案どおり可決されました。 

 次に、協議第５８号一般職の職員の身分の取扱いについて、担当の

分科会会長説明をお願いします。 

 佐谷分科会会長。 

佐谷（分科会長）  分科会担当の神崎町佐谷でございます。 

 それでは、協議第５８号につきましてご説明を申し上げます。 

 一般職の職員の身分の取扱いについて。 

 一般職の職員の身分の取扱いについて提出する。 

 平成１７年１月２２日提出。神崎町・大河内町合併協議会会長足立

理秋。 

 一般職の職員の身分の取扱いについてでございます。 

 この一般職の身分の取扱いにつきましては、２ページを見ていただ

きますと、一番下に法令的な根拠といたしまして合併特例法、これに

職員の身分取扱いということで明記してございます。職員につきまし

ては、合併によりまして現町の団体の職員としての身分はすべて失職

となるわけでございますけれども、その職員につきましては、合併後

も引き続いて合併市町村、いわゆる新しい町の職員としての身分を保

有するということで、法律的に明記しているところでございます。 

 ３ページを見ていただきますと、ここにおきましては職員の定数と

いうことで整理をしております。 

 職員につきましては首長、いわゆる町長の任命によりまして職員と

なるわけでございますけれども、それぞれの部局、法令的に任命権者

が定められておりまして、その辺を整理しますと、２町におきまして

も、そこに書いておりますように、町長の事務部局、それから議会の

事務部局、選挙管理委員会、監査委員、それから教育委員会、農業委

員会こういったことで定数を定めることになっております。 

 神崎町におきましては、例えば町長の事務部局につきましては７１

人に対しまして実人員の職員数が７１人。大河内町におきましては、

定数６８人に対しまして６４人ということで、定数に対しましての実

数を整理しております。 

 その町長部局から中段の企業関係、いわゆる水道、下水道ここまで

の部局を合わせますと神崎町におきましては、定数的には１２４人、

実数では１０６人となっております。大河内町では、９８人に対しま

して８４人。そのほかに派遣職員、先ほど事務組合等での説明がござ

いましたけれども、これにつきましてはそれぞれの組合が直接雇用い
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たしました職員もおる組合もあるわけでございますけれども、構成町

の協議等によりまして、構成町から派遣をしているというそういう実

態で現在職員の派遣をしているところでございます。 

 この派遣職員を見てみますと、北部行政事務組合、いわゆるクリー

ンセンターにつきましては、神崎町からは１名、給食センターにつき

ましては７人、それから社会福祉協議会あるいは中播農業共済事務組

合、神崎郡北部病院事務組合、こういったところにつきましても、神

崎町からそれぞれ派遣しておりまして、中播農業共済につきまして

は、大河内町からも１人を派遣しているという状況でございます。 

 下段の方に訪問看護あるいはケアステーションかんざきということ

でお示ししておりますけれども、これにつきましては医療関係部門の

技術職、これの専門職員でございまして、これにつきましては直接町

が採用せずに、北部病院事務組合からの技術職を派遣してもらってい

るということでございます。これが７人、それからケアステーション

では４人おりまして、このそれぞれ７人、４人とも病院事務組合から

派遣しているということでございます。 

 この派遣職員を消去いたしますと、職員数実数で２８人、うち１１

人につきましては北部事務組合からの派遣をもらっているというとこ

ろでございまして、神崎町におきましては、合計をいたしますと実数

で１３４人ですけれども、そのうち１１人は病院から派遣してもらっ

ているというところでございまして、１２３人が実際の職員というこ

とになってまいります。 

 大河内町につきましては、職員数をトータルいたしますと、実数で

８５人という数字になっております。 

 それから次に、４ページ、５ページの関係でございますけれども、

ここにつきましては給料表等につきまして整理をしております。 

 職員の給料につきましては、４ページに書いておりますように、行

政職の給料表、それから５ページでは医療職の給料表の（二）、それ

から３では医療職給料表の（三）、そして４では技能労務職の給料表

ということで、こういったそれぞれの職種によっての給料表を設けて

おります。 

 ４ページの行政職の給料表につきましては、先ほど申し上げました

町長の事務部局、これを見てみますと、１級から８級という８段階の

給料表の構成、大河内町につきましても１級から８級までの構成とな

っておりまして、それぞれの級におきまして組織的に職階制を設けて

おりまして、その職制も踏まえながらこの級に格付をしておるところ
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でございます。 

 ②では議会の事務局、③では教育委員会の事務部局、④では農業委

員会の事務部局。大河内町におきましては⑤で選挙管理委員会の事務

部局、⑥の監査委員の事務部局ということで給料表の位置づけがなさ

れておりまして、それぞれ課長あるいは係長、主査、主事とかこうい

った職制を設けておりまして、この職制につきましては神崎町あるい

は大河内町におきまして若干差異があるところでございます。 

 それから、５ページでは医療職ということで、神崎町には医療職の

（二）あるいは（三）ということでありますけれども、大河内町では

この給料表がございません。 

 神崎町におきましては、ご承知のように訪問看護ステーションある

いはケアステーションかんざきということで、先ほど定数のところで

少し申し上げましたけれども、医療技術部門の職員を配置しておりま

して、その職員に対する給料表の適用ということで、行政職の給料表

とは異にしているわけでございます。 

 それから、４の技能労務職の給料表でございますけれども、内容を

見ていただきますと、用務員とかあるいは自動車の運転員とか工技員

とかこういった現業職員につきましては、技能労務職ということで給

料表を別途設けているところでございます。 

 それから、６ページでは給料関係をうたっておりまして、この給料

につきましては、それぞれの給料表について、先ほど申し上げました

けれども、初任給こういったものにつきましても基準をしっかりと設

けて職員の給料を設定しているというところでございまして、１の給

料におきましては、行政職では先ほど申し上げました８級制、大河内

町も同じくでございまして、これらにつきましては県内で構成してお

ります町村会、これが準則、基準となります規則を制定しておりまし

て、これに基づいて適用しているところでございます。 

 それから、その下の医療職給料表の（二）、これにつきましては先

ほども申し上げました神崎町におきましてのケアステーションに勤務

する職員、それから医療職の給料表（三）におきましては訪問看護ス

テーションに勤務する職員、そして技能労務職につきましては２級制

をとっておりまして、これも町村会の準則を採用しておりまして、大

河内町と同じということでございます。 

 ２におきましては、初任給につきまして規定しておりまして、正規

の職員あるいはその他ということで書いておりますけれども、これも

町村会の準則を採用しておりまして、試験採用の中で上級、中級、初
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級ということでございますけれども、初級につきましては一応高卒を

基準といたしました試験採用ということになっておりまして、現在職

員の採用につきましては、一般的にこの初級での位置づけということ

で高卒での初任給ということで位置づけをしておるところでございま

す。 

 以下、医療職（二）あるいは医療職（三）につきましても、同様の

初任給の格付をしているというところでございます。 

 技能労務職につきましては、年齢別の初任給基準ということで、こ

れも町村会の準則を適用しているところでございます。 

 ２ページに返っていただきますと、そこへ課題、問題点ということ

で上げておりますけれども、先ほど身分の保障ということにつきまし

ては申し上げましたけれども、職員の任免あるいは給与、その他の取

扱いに関しましては、公正に処理するということになっておりまし

て、それぞれの制度に基づいて、著しい不均衡が生じないように調整

を行うことが必要でございます。 

 現況比較におきましても、先ほど説明の中でもご理解いただきます

ように、それぞれの職階制におけます職務、これが同じ職務もござい

ますし、あるいは２町それぞれ独自の職制というんですか、職務にも

差があるという部分もございます。 

 それから、給料表につきましては、２町とも医療職の給料表を除き

まして、町村会の準則の給料表を使っているということで、これらに

つきましては同様でございます。 

 そこで、２の調整方針でございますけれども、先ほどの身分の取扱

いの公正性、これらを勘案いたしまして、身分の取扱いにつきまして

はすべて新町の職員として引き継ぐ。 

 それから、（２）の職員数につきましては、新町におきまして定員

適正化計画を策定いたしまして、定員管理の適正化を図る。 

 それから、給与につきましては職員の公正性あるいは適正化の観点

から、職員団体、勤務条件等につきましては、職員団体との協議とい

うことが必要でございますので、この協議を経まして調整して、速や

かに統一を図るということにいたしております。 

 職階につきましては、人事管理あるいは職員の処遇の観点、また組

織の観点から、合併時に職名とともに、先ほど申し上げました級別標

準職務表、これらを調整いたしまして、新しい組織におけます職階

制、これらを勘案しながら統一していくというものでございます。 

 この定員適正化計画につきましては、ご承知のように合併のメリッ
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トあるいはねらい、これらの中でやはり合併によります効率性あるい

は合理的な行政運営ということもございまして、これらを勘案しなが

ら適正化計画を策定し、それに基づいて運営していくという観点を持

っているところでございます。 

 以上、この身分の関係につきましては、以上で終わらせていただき

ます。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 ただいま説明のありました一般職の職員の身分の取扱いにつきまし

て、ご質問等をお受けをいたしたいと思います。 

 ご質問等ございましたら、どうぞ。 

 立石委員、どうぞ。 

立石委員      大河内の立石でございます。 

 １点だけひとつお伺いをしておきたいなあと。すなわちこの４項目

の調整方針について別に異議も異論もないわけなんですが、２番目の

職員数という項目がございます。この合併問題のやっぱり一番財政的

な、経費的な面のメリットの人員というのは、特別職を含めて合併の

最大のメリットという経費の中で言われている部分でございまして、

この定員の管理というのは、現状の２町の職員をごっそりと新町に持

っていく。こりゃ身分の保障の関係から当然の話でございまして、こ

の定員管理をやっていくというのは、我々の常識で言うと、新町にお

いて定数ということを条例でうたいながら、その範囲で管理していく

っていうのが常識になっておるわけなんですね。 

 当然、時間の経過とともに自然淘汰という形の人員管理しか、私は

首切るわけにはいきませんので、整理するわけにはいきませんので、

そういう観点から非常に数十年という長いスパンで人員計画を立てて

いかないかんとこういうことになると思うんです。したがいまして、

この適正計画なるものは、新町発足と同時に、やはり議会の審議を経

て、我が町の適正人員はこれぐらいが適当であるという条例を、うた

い込みをやって、それに向かって人員計画を遂行していくと、こうい

う手法がとられるべきだろうと思うんですが、そこらあたりの考え

方、幹事会でそういう議論が出たのかどうか、そこまで突っ込んだ話

ができていないのか。ここら会長さんを含めて、そこらの考え方だけ

はちょっと聞かせてほしいなと、こういうふうに思います。 

小寺（議長）    それでは、足立会長。 

足立（会長）    今、立石議員のおっしゃるとおりでございまして、この関係につき

ましては、新町建設計画に対する財政計画におきまして、いわゆるシ
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ビアな形で職員数を計上をいたしております。 

 すなわち定員計画といいましょうか、類似団体と比較して、あるべ

き職員数を想定いたしながら、１０年間で３０名程度の減数になる計

画がなされておりまして、これが人件費の積算基礎ということでシミ

ュレーションにきちっと計画をされておるわけであります。 

 その手法といたしましては、やはり採用をできるだけ抑制をし、そ

して退職を待つと。いわゆる勧奨という面もあるわけでありますが、

そういった定員管理の中で勧奨等も行いながら、ただ職員に不利益が

生じないというような対応の中から職員数を少なくしていくというこ

とが計画として上がっておるわけであります。 

 なお、確かに類似団体と比較いたしますと、町民の負担する人件費

が非常に大きな差がある。例えば、神崎町いつも言うわけであります

が、神崎町は人口１，０００人当たり１１人ですか、１１１人ぐらい

おるんですが、その職員の１人当たり負担額が１１万円ぐらいあるん

でありますが、類似団体になりますと大体８万円程度、いわゆる１万

３，５００人の職員費、職員の給与費が住民が負担する額が大体８万

円から８万５，０００円程度になるわけでありまして、その額にでき

るだけ早く落ちるようなことを考えなくてはならないと考えられるわ

けでありまして、そのために職員の抑制、抑制といいましょうか、適

正管理の中でそういう減少を図っていく必要があります。 

 すなわち、当然でございます。２つの町が一緒になって共通ポスト

があるわけでありますが、これは当然減数の対象になるということに

なるでありましょう。ただ、そのことによって職員が不利益を生じな

い措置というのは当然でございます。 

 そこで、地方交付税の算定では１０年間、いわゆる合併前の状況で

算定をするということが認められておるわけでございまして、現在の

両町の職員がそのまま合併に移行いたしたといたしましても、１０年

間につきましてはその人数について、人数といいましょうか、適正人

数について、交付税では算定ができることになっております。 

 ただ、１０年を超えてまいりますと、あと５年間段階的に下がり、

さらにその後、いわゆる一本算定、２町１万３，５００人の一本算定

ということになるわけでありますが、そのときに職員数が減数をして

いない状況であれば、それは大変大きな問題になってくるということ

でございます。 

 したがいまして、財政計画はそのような状況を踏まえて、きちんと

シビアに計画をさせていただいておるというところでございます。 
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 ありがとうございました。 

小寺（議長）    次に、幹事会の内容等につきまして、立垣助役お願いいたします。 

立垣（幹事長）   大河内町の立垣でございます。 

 ご質問の中で、幹事会でも定員管理等について議論がなされたかと

いうふうなご質問だったと思います。 

 先ほど足立会長さんの方から申されたとおりでございますが、定員

管理につきましても幹事会の方で協議をさせていただきました。 

 内容につきましては、これからになってまいろうかと思いますが、

まず類似団体あるいは先進市町も含めた中での計画をきちっとする必

要があるんではないかなというふうなご意見が大勢を占めておりま

す。したがいまして、今後新町になった場合の組織の運営のあり方、

そういったものも含めまして、定員管理については具体的に検討をし

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    立石委員、どうぞ。 

立石委員      大河内の立石です。 

 ちょっと私の質問の仕方が悪かったようでございまして、実は今説

明されたことは以前にも説明を聞いてわかっとんですが、この定員管

理なるものをやっぱりその町の規模に合うた、条例でやっぱり定員管

理をしていくというのが通例ですわね。 

 まず、現実は１．５倍、１．３倍の人員オーバーであるけれども、

将来に向かって新町の適正人員はこれですよという条例でうたい込み

をして、経過措置の中で１０年でそれに近づけていくというような定

員管理の手法がとられるのかどうか、この点のことなんです、実は。

よろしくお願いします。 

小寺（議長）    足立会長。 

足立（会長）    この件につきましては、非常に難しい問題であろうと、このように

思います。 

 それは、私たちがこれまで現在進めておりますのは、一定の定員管

理の中で、臨時的に行政事務が多くなるときについては、嘱託あるい

は臨時職員で対応いたしておるわけでありますが、それがある程度年

度が長くなるといったような状況がないことはないわけでございまし

て、そういったときに正規の職員を採用するかどうかというような問

題も踏まえて検討しなくちゃなりません。 

 したがいまして、当初から定員計画をきちっと定めて、何年後に何

ぼというようなことが果たしてできるのかどうか。理想はそのような
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ことが理想であろうと思うんでありますが、技術的にそれが可能かど

うかということについては、今ちょっとなかなかお答えはしにくいと

思います。しかしながら、その精神は当然尊重すべきであろうと、こ

のように思いますので、ご質問の趣旨にかんがみまして、十分な検討

をした上でまた回答をさせていただきたい。この場ではちょっと私も

回答しにくい点があります。 

小寺（議長）    立石委員、どうぞ。 

立石委員      大河内町の立石でございます。 

 今、現段階では非常に難しいという話でございますが、私はやっぱ

り一つの定員管理というのは、条例に目標値として、歯どめとしてう

たい込んで、その年次年次の状況に、それを目標にして最終的にはう

ちの町では適正定員はこれに近づけるという一つの目標値として、ぜ

ひそういう手法だけは、歯どめだけはかけた中で努力、新町になって

もやっていただきたいなと。 

 これは答えが別に今、的確な答えはなかなか出ないでしょうけれど

も、これは協議会の一委員が強力にお願いしたという意見で、ぜひ議

事録にとどめておいてほしいと、こういうふうに思います。 

 以上です。 

小寺（議長）    足立会長。 

足立（会長）    いわゆる条例定員と実職員数の差をどう考えるのかというところで

少しご答弁ができないわけでございまして、定数はきちっとやったと

しても、そのとおりに職員が採用あるいはまた退職することができる

のかどうか。 

 実際定員、いわゆる条例定員より職員が多い場合は、それはどうい

う形になるのかどうか、その辺を、条例違反の職員が在籍しておると

いうそのことについてどう考えるのかという問題等が、私ども今のと

ころ判断がなかなかできないということでお許しをいただいておるわ

けでありますが、発言の趣旨は十分理解をいたしますので、十分な対

応をさせていただきたいと、このように思います。 

小寺（議長）    上野副会長。 

上野（副会長）   少し立石委員さんの議論を補完する意味で、今の現況と今後のいわ

ゆる定数条例の扱いの中で少し議論をさせていただきたいなというふ

うに思います。 

 この３ページの中で、現状の職員で神崎町、大河内町で、派遣職員

という形の中で職員数があるというふうに思います。大河内の場合、

中播農業共済事務職員が派遣職員として１人上がっているわけです
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が、ここに分類をさせていただいておりますのは、採用のときの条件

がありまして、定数外というような形のところに分類がされているん

ではないかなというふうに思うんですが、本来町長部局の６８人の

中、正確に言えば６６人の中の１人だというふうに思います。 

 その中で、神崎町の特に中播北部事務組合、それから社会福祉協議

会、中播農業共済事務組合、この部分とそれから北部病院事務組合が

例えば条例化されとんかされてないんかというこういう部分の今後の

整理も、実際のところ条例整備として必要ではないかなというふうに

思われるんですが、その部分について神崎町の今の現状の条例と条例

がどうなっているかというのが十分に把握をしておりませんので、そ

の点についても、今後新町で条例化するときには留意をする必要があ

るんではないかなというふうに思います。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 松山委員、どうぞ。 

松山委員      大河内町の松山です。 

 調整方針の３番の職員給与のところで、適正化の観点から職員団体

との協議を経てと書いてありますけど、その職員団体とは具体的には

どういう団体なんでしょうか。 

小寺（議長）    佐谷分科会会長。 

佐谷（分科会長）  これ自治体におきましては、公務員につきましては、いわゆる争議

権とかそういったもののそれの規制がございまして、それにかわりま

すと民間と違うところは、そういった規制の中で一方的に理事者側が

給与あるいは服務条件とか勤務条件、こういったものを一方的に決め

ますと、そこにどうしても不合理が出てくる場合が、危険性がござい

ます。こういったことを職員と、それからいわゆる任命権者、首長で

すけれども、その間での話し合いが、これが協議というふう言ってい

るわけでございますけれども、管理職を除きました職員で、これがい

わゆる職員団体、職員で構成している団体でございまして、いわゆる

民間で言いますと労働組合というそういう観念でございます。そうい

ったいわゆる管理職に準じる職員も含めてですけれども、そういった

職員を除きました中で、職員で構成されておりまして、それが登録さ

れている必要があるわけですけれども、そういった団体を示しており

ます。 

小寺（議長）    よろしいですか。 

松山委員      はい、結構です。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 
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 中山委員、どうぞ。 

中山委員      神崎町の中山です。 

 この定数の問題のところなんですが、参考までに伺いたいと思いま

す。 

 神崎町と大河内町と合併すると１万３，５００人程度になります

と、大体県内とか日本でその１万３，５００人程度の町の定数って、

参考までですが、大体わかるでしょうか。 

小寺（議長）    それでは、佐谷分科会会長。 

佐谷（分科会長）  これにつきましては、２町の財政計画あるいはシミュレーションの

中でも採用しておりますけれども、同じような同規模の団体、いわゆ

る類似団体と言っておりますけれども、それから引用いたしますと、

１４４名が類似団体の数字でございます。 

 この派遣職員とかこういったものは除いております。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内町の上垣です。 

 素人的な質問で、素朴な質問だと思うんですけれども、いわゆる今

は定数、定数ということがしきりに上がっておりますけれども、私個

人的には少なくてもこれは定数適正化ということであれば、当然こう

いう項目は当然なことだろうと思うんですけども、いわゆるこのごろ

事務処理の多様化ということで、いわゆるその時代時代の事務処理が

非常に多様化されて、一般的にいわゆる仕事量というんですね、非常

に多彩にわたって、職員の方には取り組んでもらっておると思うんで

す。そういう中で、そういうことを踏まえまして、いわゆる定数あり

きという考え方じゃなしに、ある面では雇用化、要するに雇用か賃金

かということも重要な、いわゆる適正化の中の大きな要素であろうと

思うんです。 

 だから、一方的に類似団体等々ということも当然ありますけれど

も、その辺も含んでいただいて、今後十分議論をしていただきたいな

と思います。 

 以上です。 

小寺（議長）    足立会長。 

足立（会長）    やはり基本的には議会の議決をいただいた職員の定数定員、その定

数計画をしっかりと立てるということでございます。 

 これは普通会計等にかかわる一般事務を大抵特定、地方自治法で特

定されておりますから、それが可能だと思うわけでありますが、ただ
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今上垣委員さんおっしゃったように、いわゆる多様化、いわゆる地方

分権等で必ずしも地方自治法に定める条項以外のものも出てこようと

思います。これが臨時的なものであれば、いわゆる外部委託にすると

か、あるいはアウトソーシングでやるとかというような、将来的には

大きな、行政コストを負わないというまず工夫を行いまして、やはり

その状況でもまだ職員が必要という場合については、嘱託をやるの

か、臨時職員で対応して、短期間の雇用を考えるといったようなこと

が望ましいんではないかと、このように思います。 

 一たん雇用いたしますと、１人１億円という債務負担ということに

もなりますので、将来的にはそういった債務負担も十分考慮に入れた

採用を行っていかなくてはならないんではないかというふうに思いま

すので、上垣委員さんのおっしゃったことについては、いろいろの工

夫の中で職務遂行に生産性を上げるといった意味から、一方ではコス

トの削減、一方ではやはり生産性を高めるというようなことを考えな

がら、いわゆる人件費の適正化を考えていきたいと、このように思い

ます。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    それでは、大体質問が終わりましたので、質疑を打ち切らせていた

だきまして、採決に入りたいと思います。 

 協議第５８号一般職の職員の身分の取扱いにつきまして、賛成の方

は挙手をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手全員であります。よって、協議第５８号一般職の職員の身分の

取扱いにつきましては、原案どおり可決されました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は１０時３５分といたします。 

            午前１０時２２分 休憩 

            午前１０時３８分 再開 

小寺（議長）    それでは、時間が参りましたので、再開をいたしたいと思います。 

 それでは次に、協議第５９号総務関係事務事業（その４）財産区の

取扱いについて、担当の分科会長の説明をお願いします。 

 佐谷分科会会長。 

佐谷（分科会長）  それでは、協議第５９号につきましてご説明を申し上げます。 

 総務関係事務事業（その４）の財産区の取扱いについてでございま

す。 

 総務関係事務事業財産区の取扱いについて提出する。 
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 平成１７年１月２２日提出、神崎町・大河内町合併協議会会長足立

理秋。 

 財産区の取り扱いについてでございます。 

 この財産区につきましては、ご承知のように法人格を持った特別地

方公共団体ということで位置づけをされております。 

 最初に、財産区の概要を少し見ていただきますと、３ページでござ

います。 

 財産区は、神崎町におきましては３つの財産区、それから大河内町

におきましては２つの財産区がございます。この財産区につきまして

は、ご承知のように明治、大正、あるいは昭和ということで、そうい

った時代の変遷の中で、大昔というんですか、昔におきましてはその

地域の地の住民がいろいろ、まきとか炭とかを採集したり、あるいは

採草、放牧とか、こういったことで利用されてきたわけでございまし

て、そういった経緯の中で植林がされ、部落有林として所有権が認め

られたり、そういう経過を踏まえまして、両町５つの財産区につきま

しては、昭和の合併の段階で旧村単位に財産がそのまま旧村で維持さ

れ、そこに財産区が生まれたという、そういう経緯の中で現在この財

産区が存立しております。 

 議員定数あるいは報酬ということで見ていただきますと、神崎町の

越知谷財産区では１０人、粟賀財産区では１２人、大山財産区では１

０人、大河内町の寺前財産区では１１人、長谷財産区では９人という

ことで、それぞれ議員定数も差異がございます。それから、報酬につ

きましても、ごらんいただきましたとおり、それぞれが独自で財産区

が設定をしておりまして、統一ではございません。それぞれの財産区

の事情によりまして、それぞれの財産区で設定されているという状況

でございます。 

 任期につきましては、いずれも４年でございますけれども、それぞ

れの財産区の任期のいわゆる始期、始めの時期でございますけれど

も、それも財産区によりまして差異がございます。神崎町では越知谷

と粟賀が一緒ですけれども大山が違うのと、大河内町におきましては

２財産区とも同じ任期の始期ということでございます。 

 それから、管理者及び報酬でございますが、管理者につきましては

両町とも町長が就任しておりまして、報酬額を見てみますと、神崎町

におきましては無報酬、それから大河内町におきましては有償という

ことで、これも差異がございまして、それぞれの財産区への首長の、

管理者の関与というんですか、そういった部分で、いろいろ財産区に
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よりまして報酬の扱いが変わっております。 

 それから、選挙権、被選挙権は、両町とも同じでございます。 

 事務担当で、越知谷財産区では森林組合職員、粟賀財産区では地区

内の担当者を直接雇用していると。それから、大山財産区におきまし

ても同じでございでございます。大河内町におきましては、町の行政

組織規則、これにおきましてはそれで課の設定がされておりますけれ

ども、実態といたしましてはそれぞれの財産区内に住所を有する役場

の職員が専属的に担当しているという状況でございまして、事務担当

それぞれの今までの経緯の中で、事務局職員も各財産区によってまち

まちの部分があるところでございます。 

 それから、経理の関係、予算の関係でございますけれども、これも

神崎町におきましてはそれぞれの財産区の事務局で処理しておりまし

て、しかしながら予算管理等につきましては収入役あるいは管理者の

決裁ということで手続を行っております。大河内町におきましては、

町の特別会計に計上いたしまして会計管理をしているというところで

ございます。 

 以上が、大体それぞれの財産区で運営しております組織とか内容で

ございます。 

 次に、４ページでございます。 

 旧慣の制約のある財産の管理ということでございまして、財産区に

おきましては、もともとが山林ということが基本にあるわけでござい

ます。その中で、先ほど申し上げましたように、昔からの慣例により

ましてそれぞれの地域で、財産区におきまして、その中でもそれぞれ

の地域によって縁故使用地という形で管理されているところがござい

ます。この縁故使用地におきましては、先ほど申し上げました縁故使

用を認めておりまして、それの使用料も徴収しているということでご

ざいます。大河内町におきましても一緒でございます。それと、目的

外使用、これにつきましては、基本的には造林という形で縁故使用を

認めているわけでございますけれども、議会が特に認めた場合に、承

認した場合につきましては、目的外使用、いわゆる造林以外の土地の

使用ということも認めているというところでございまして、大河内町

におきましても同様の扱いがなされております。 

 その縁故使用地につきましても使用料として取っておりまして、越

知谷財産区では規定はございませんけれども、粟賀財産区あるいは大

山財産区、それから大河内町におきましても２財産区ともその使用地

に対しましての使用料を徴収しているというところでございます。 
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 それから、縁故使用地の処分につきましても、神崎町の越知谷財産

区はございませんが、粟賀財産区、大山財産区におきましては財産区

あるいは集落で５割ということでの配分、大河内町におきましては財

産区が４、集落が６ということで配分がされているようでございま

す。 

 そのほかに、貸付地ということで直営地の貸し付けがございまし

て、これにつきましてもそれぞれの財産区、今までの関連の中でそれ

ぞれの扱い、まちまちでございまして、そこに書いておるとおりでご

ざいます。 

 それから、無償貸付地もほかにございまして、墓地とか、あるいは

ため池、こういったものにつきましても無償で貸し付けしているとい

うところもあるようでございますが、それにつきましては、維持管理

は貸し付けをしている方で負担をしまして、その使用料は無料という

ことでございます。 

 それから、財産区の払い下げ地ということで少し触れておりますけ

れども、大河内町におきましては財産区から払い下げた財産があるわ

けでございますけれども、登記的にはまだ整理をしていく必要がある

部分もあるということでございます。 

 以上が縁故使用地あるいは貸付地の状況でございまして、これにつ

きましては、それぞれの財産区の中で、今までの経緯の中でそれぞれ

の設定がされているというところでございます。 

 ２ページを見ていただきますと、課題、問題点といたしまして、

（１）の財産区運営におきましては、議員の定数あるいは任期、それ

から管理者あるいは議員の報酬、これらについてそれぞれの財産区に

おきまして差異がございます。 

 会計処理につきましては、神崎町におきましては各財産区の事務局

が管理しておりますし、大河内町におきましては町の特別会計で予算

から現金の出納まで会計課で処理をしているという状況でございま

す。 

 事務局におきましては、先ほど申し上げましたように財産区が直接

雇用しましたり、それから大河内町におきましては実態として、特定

の職員ということで規定しておりますけども、役場の職員が行ってい

るというところでございます。 

 管理者につきましては、両町とも町長がついておりまして、同様で

ございます。 

 それから、旧慣の制約のある財産の管理ということでございまし
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て、公共的土地の管理という面からを勘案しますと、それぞれ財産区

の関連によって取り扱っておるところでございまして、使用料、貸付

料、それぞれが設定しておりまして、差があるという現況でございま

す。 

 そこで、２の調整方針といたしまして、財産区につきましては特別

地方公共団体といたしまして現行のままで新町に引き継ぐということ

にいたしております。 

 そして、（２）の旧慣制約のある財産の管理につきましても、縁故

使用地あるいは貸付地、払い下げ地、これらにつきましては従来から

のそれぞれの財産区の慣例によって定めておりまして、これを一律に

やるということはなかなか困難な部分があるわけでございまして、こ

ういった財産の取り扱いにつきましても現行のままで新町に引き継ぐ

ということにいたしております。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 ただいま説明のありました財産区の取扱いにつきまして、ご質問等

をお受けをいたします。 

 ご質問等ございませんか。 

 奥野委員、どうぞ。 

奥野委員      神崎町の奥野です。 

 調整方針の一番下の、町有あるいはまた財産区有の区分ができない

土地があって、それを合併までに整理に努めるということなんです

が、これは現存たくさんあるんですか、ちょっとお伺いをいたしま

す。 

小寺（議長）    三谷総務課長。 

三谷（課長）    大河内町の三谷でございます。 

 この財産区が設立されたときの登記の仕方なんですが、やはり当時

はどちらも、大河内町で言いますと長谷村もしくは寺前村という形で

登記がなされております。そういう中で、現在寺前村という形で残っ

ている筆数が十何筆ほどございます。その分の地目を見ますと、本来

でしたら町の行政財産なのか、それとも本来それぞれの集落にありま

す縁故使用地になるような土地なのかという部分での区分がついてな

いものですから、現在寺前村という形で残っているという状況でござ

いますんで、その辺は財産区または集落等と踏まえた中で、この時点

ではっきりとした所有権というんですか、実際の利用等の内容からの

判断する中で、財産区もしくは町という分の中での所有権移転をして
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いきたいということで、このように合併までに努力をしていきたいと

いうことでございます。 

佐谷（課長）    神崎町におきましても、４ページの一番下に書いておりますよう

に、広い大きな土地ではないんですけども、こちょこちょした土地も

若干どうかなというとこも時たま発生しているという、そういう状況

でございます。 

 その実態の全体の数字とか面積とか、その辺につきましてはなかな

か把握できない状況でございます。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 岩本委員、どうぞ。 

岩本委員      大河内町の岩本です。 

 ４ページの財産区の払い下げ地についてお尋ねしたいと思うんです

が、各集落に財産区からの払い下げ地があります。この際、合併を契

機にして、登記の処理をしていただけるものかどうか、その点お伺い

したいと思うんです。 

小寺（議長）    三谷総務課長。 

三谷（課長）    大河内町の三谷でございます。 

 これも財産区と、それから集落との払い下げとされたときの経緯が

ございまして、これも財産区はもともと各集落が持ってます入会権と

いうような山が、一時すべて財産統一という形で村の方に所有権が移

転されました。その後、財産区というものができまして、財産区名義

でそれぞれの山林を持ったわけなんです。そういう中で、昭和３７年

ごろにそれぞれの旧来の入会権という慣行の使用権がございましたん

で、ある部分の面積を集落に払い下げをしようということになりまし

た。そういう中で、その払い下げした土地につきましては、一つの山

の中の植え込みなり、植林がしてある部分を払い下げしましたので、

１筆の山の面積の中で部分的に払い下げをしております。ですので、

そういう部分について集落の所有権があるわけなんですが、これを分

筆して集落名義というんですか、そのように登記をしようと思えば、

山全体の測量というんですか、地積等の確定が必要になってきます。

ですので、そういう作業をしますと莫大な経費がかかるという部分の

中で、一つは合併内というか、この際になかなか所有権移転というん

ですか、分筆登記をするという部分が難しい面がございます。 

 それから、当時は、植えた山は形状というんですか、植林の区域が

はっきりしていたんですが、それ以降伐採等もした中で、現在は境界

というのがもう一つ明示、明らかにしにくいという部分なんかもござ
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いまして、実務としましては即座にこういう分筆してそれぞれの所有

権というものをはっきりさせるのがベストなんですが、実際問題とし

てはなかなか難しいというのが現状でございますんで、そういう意味

でのご理解をお願いしたいと思います。 

小寺（議長）    岩本委員、どうぞ。 

岩本委員      大河内町の岩本です。 

 いや、ご理解賜りたいというておっしゃりますけど、ちょっとご理

解賜りにくいと私は思うんです。いや、ほんまの。そら、これは難し

い問題があると思うんですけど。けど、払い下げ時期が相当経過しと

るわけなんです。その当時のいきさつを私も知っておりますけれど

も、あえてここでは申し上げませんが、やはりこの際、合併を契機に

何とかはっきりしていただきたいなというふうに思うわけなんです。

仮に、このままの状態で何十年これは続くかもわかりません。そうな

ると、いつまでも財産区の名義であって、ただ地域との、財産区との

確約書はあるかもわかりませんけれども、やはりこの際、私は整理し

ていただきたいなというふうに思うわけなんです。そこは一遍考えて

くださいな、難しい面があると思いますけど。 

 恐らくこれは、寺前財産区だけやなしに、ほかにもあるんじゃない

かと思います、こういう例は。 

 管理者である町長さん、どない思うてです。 

小寺（議長）    それでは、さきに総務課長がお答えをします。後また会長の方か

ら。 

 それでは、三谷総務課長。 

三谷（課長）    大河内町の三谷でございます。 

 さっき、岩本委員さんのおっしゃるとおりでございます。 

 そういう中で、一つは、手順としましては、山の地積そのものが確

定した段階でこのようなことができてこようかと思います。それで、

今の地積等の中の事務が、新町におきますところの山におきますとこ

ろの地積を進める中で、新町の山林部分全体の地積の確定という部分

の中で、今現在残してますようなこの分についても精査をというの

か、整理をしていきたいというような運びになるかと思いますんで、

時間については即座には、今ご希望の分についてはお答えすることが

できないという部分でのご理解をお願いしたいと思います。 

小寺（議長）    次に、足立会長、お願いします。 

足立（会長）    申しわけない話でございます。 

 後は、財産区と、いわゆる払い下げした権利者と義務者が十分お話
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し合いをして、多分お金はかかると思います、金の負担の問題等もき

っちりと話し合いをして実行していただきたいと思います。 

 ただ、今回、そういった形で議論が提議されまして、その箇所をし

っかりと位置づけをしておくと、後に残していくということも大変重

要ではないかなと、そういうふうに思います。したがいまして、まず

はしっかりとそういった状況がどういった状況にあるかということを

記録を残しまして、そして今おっしゃいましたことについて誠意を持

って解決に向かっていくと。当然ながら、両者、義務者、権利者の費

用負担については、当然当事者の負担ということでお願いしていくこ

とになろうと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      ちょっと事務局の方に質問をさせていただきます。大河内町の上垣

です。 

 以前、第１４回の協議第５２号で出ておりました中で、多分、たし

か財産区ということが上がっとったと思うんですけども、その第１４

回の５２号との関連づけというのは、ここのいわゆる一番表のとこに

何か関連づけをする必要があるんかいなと思うんですけども、その点

はいかがでしょう。 

 これは私だけの考え方かなと思うんですけども、１４回の協議第５

２号で、いわゆる会計上の関係で協議が済んでおろうかと思うんで

す。だから、そのこととの関連を若干触れておく必要があるんじゃな

いかという気がするんですが、その点いかがでしょう。 

小寺（議長）    浅田次長、お願いします。 

浅田（事務局）   昨年の１２月２６日の、１１月ですか、第１４回では財政協議をし

ていただいた中で、両町のそれぞれ予算編成の中におきまして一般会

計、それから各種の特別会計があるといった中で、大河内につきまし

ては、先ほどの財産区の中の説明でございましたように、寺前、長谷

財産区の会計を町の会計の中の特別会計で処理をしておりますので載

せておりますというところでございまして、そのあたりの会計につき

ましても、現時点では大河内はそういう形で町の特別会計で対応して

おりますけれども、神崎町の方はいわゆる森林組合、また地元雇用と

いった形の中で処理をされております。当然、５つの財産区の管理者

はそれぞれの町長が管理をされておりますので、決裁という部分では

同じなんですけれども、会計方式とかそういったものが若干違うとい
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うところで、前回の財政関係の協議では財産区の名称を上げさせてい

ただきました。そのあたりにつきましても、現在総務企画部会の方で

５つの財産区の事務局の方々とお話をさせていただいた中での一つの

方針を出しておるんですけれども、そういった会計方式、事務職員の

担当のあり方、そういったものにつきましては、今後の一つの大きな

協議の課題ということで現存のまま新町に引き継ぎ、先ほど言われま

した山林のそういう払い下げ地の問題、そういったものも含めながら

対応してまいりたいというところでございます。 

 以上です。 

小寺（議長）    上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内町の上垣です。 

 一応、今回の５９号の中にいわゆる関連があろうかと思うんで、何

らかの方法で表現できたらなという思いがしておりますが、その点、

再度、いかがでしょうか。 

小寺（議長）    足立会長。 

足立（会長）    上垣委員のご発言の問題につきましては、今浅田次長からご説明を

申し上げましたように、さきの会議におきまして、そのことにつきま

しては新町に引き継ぎまして、引き続き検討するという形になってお

ります。したがいまして、新町になりましたら、今の問題、岩本委員

から提案がありましたことも含めまして新町で議論していくというこ

と、その方向を。特別会計を置くのか、あるいはまた財産区で持って

いただくのかどうか、そういったことを含めまして検討する。とりあ

えずは、長谷財産区、それから寺前財産区の会計はいわゆる新町で処

理するということを引き継ぎまして、さらに検討を加えるということ

になるんではないかと思いますので、そのような形で、今回は分かれ

ておりますけど、一体ではございませんけれども、２つの協議事項の

中で議了をさせていただきたいと、このように思います。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    ないようでございますので、ここで質問を終結をさせていただきま

す。 

 次に、採決に移ります。 

 協議第５９号総務関係事務事業（その４）財産区の取扱いにつきま

して、賛成の方は挙手をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手全員であります。よって、協議第５９号総務関係事務事業（そ
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の４）財産区の取扱いにつきましては原案可決されました。 

 次に、協議第６０号財産の取扱いにつきまして、担当の分科会長の

説明をお願いいたします。 

 三谷分科会会長。 

三谷（分科会長）  大河内町の三谷でございます。 

 それでは、協議第６０号の財産の取扱いについてご説明を申し上げ

ます。 

 協議第６０号財産の取扱いについて。 

 財産の取扱いについて提出する。 

 平成１７年１月２２日提出、神崎町・大河内町合併協議会会長足立

理秋でございます。 

 まず、２ページの方をごらんいただきたいと思います。 

 まず、財産の取扱いでございます。 

 財産と申しますと、土地、建物、それから債権、これは出資金とか

貸付金及び債務ということで、地方債なり債務負担というようなもの

がございます。これらの財産につきましては、通例的には新町に引き

継ぐというような調整方針になっているところでございます。この場

合ですと、地方債とか債務負担行為というように負の財産につきまし

ても新町に引き継ぐというような形の中でしております。こういう中

で、これまでの協議会の中で出資金とか出捐金、ましては貸付金、基

金等につきましては提案等をいたしてきたわけでございますが、財産

の取扱いという項目につきましては町村の存立にかかわるところの基

本的事項という大きな調整項目になっておりますので、このたびは今

までに提案しなかったもの、また提案したものにつきましても再びこ

こで掲げさせていただいておりますので、本日、今までに提案してき

ていなかった財産の内容についての現況を申し上げたいと思います。 

 まず、３ページの方をごらんいただきたいと思います。 

 ここでは、土地と建物の分についての現況比較表を作成をいたして

おります。それぞれ両町におきましては、行政目的に使いますところ

の財産、また特に行政目的を持っていない普通財産として土地なり建

物を所有しているところでございます。 

 項目別に申し上げますと、本庁舎ということで、神崎町につきまし

ては、ここに掲げてますように、土地としましては３，９８６平方メ

ートル、建物につきましては１，７８７平方メートルの建物を所有し

ているとこでございます。一方、大河内町につきましては、土地とし

まして１万２，７７７平方メートルの庁舎としての土地を所有し、ま
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た建物としましては４，２７２平方メートルの施設を有しているとい

うところでございます。 

 また、１段下がっていただきまして、その他の行政機関として、そ

れぞれ土地、建物として数字を上げている状況でございまして、神崎

町につきましては健康増進センター、ケーブルテレビの局舎等がこの

段の数字として上げているところでございます。一方、大河内町につ

きましては、長谷支所と保健福祉センターの数字をそれぞれ掲げてい

るところでございます。 

 その他の行政施設としまして、学校・幼稚園のものも、それぞれ土

地、建物別に上げております。神崎町におきましては、中学校が１

校、小学校が４校、幼稚園が５校ございます。一方、大河内町につき

ましては中学校が１校、小学校が５校、小学校と共有している部分が

ございますが幼稚園が５校とがここに掲げている数字でございます。 

 次、公営住宅でございますが、これにつきましても神崎町は柏尾と

福本の団地を有してるとこでございます。一方、大河内町につきまし

ては比延と小西、川崎の町営住宅を有しているとこでございます。 

 次、集落集会所でございます。神崎町では、通常公民館と言われて

おりますが、大河内町の土地の部分のみに数字が上がっておりまし

て、９，７２０平方メートルにつきましては町が購入したものまたは

所有してあるところに集落の集会所が建設されたという分の面積でご

ざいまして、７集落分を上げております。また、これまでそれぞれ集

落につきましては集会所を有しているところでございますが、管理の

実態がそれぞれの集落に移管しているという状況でございますので、

それぞれ両町とも一集落一つずつの集落集会所を有しておりますが、

そのような関係でここには数字として上げていないということでござ

います。 

 次、観光施設でございます。観光施設につきましては、神崎町はグ

リーンエコーとか、それからヨーデルの森です、このようなものの数

字をここで上げております。また、大河内町につきましてはモンテロ

ーザ、それから峰山のリラクシアの建物等の数字をここに上げており

ます。 

 また、社会教育施設でございますが、神崎町におきましては中央公

民館、それから体育館、それから町民グラウンド、きらきら館等の数

値を上げているものでございます。一方、大河内町につきましては町

民体育館、それから埴岡の運動公園、温水プール等の数値を上げてお

ります。 
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 次、下の公園でございますが、大河内町の公園の土地につきまして

は、現在の役場南にございますふるさと広場と、それから上岩の公

園、水車小屋があるところの公園ですが、その分の数字を上げており

ます。 

 それから、その他の施設でございます。これは、神崎町につきまし

ては福本遺跡の用地、またフードセンター、あじさい園等の数字をこ

こに上げております。それから、一方、大河内町につきましては保育

所なり駐在所の用地、それから農業作業所等の数字をここに上げてい

るとこでございます。 

 次、その下の普通財産の方でございますが、宅地につきましては、

神崎町は旧大山支所の土地、大河内町につきましては旧庁舎の用地な

り駐車場の用地を上げているとこでございます。 

 また、原野雑種地等につきましては、それぞれ地目上というんです

か、現況は田畑が主でございまして、学校なんかの実習農地とかいろ

んな事業で取得しました代替用地としている、持っているものをそれ

ぞれ面積として上げております。 

 次、山林でございますが、山林につきましては、神崎町は中学校林

として有している山林でございます。また、大河内町につきましては

特別養護老人施設あやめ苑に貸し付けておりますところの山林の面積

を上げております。 

 このように、土地、建物につきましては、両町このような財産を有

しているという状況でございます。 

 また、その下の民有地の借り入れというところでございますが、実

際町には所有権がございませんが、行政運営上どうしても必要な土地

ということで、それぞれ民間、個人さん等から借り入れている土地

が、それぞれ神崎町につきましては４７万５，９２３平方メートル、

大河内町につきましては１，７１８平方メートルございます。これら

についても参考のためにここに上げさせていただいております。 

 また、それぞれの特別会計として財産を持っております。一番下の

表でございますが、上水道の施設として利用するもの、配水池等でご

ざいますが、神崎町につきましては土地が９，４２６平方メートル、

建物が３３９平方メートルあります。これは企業会計として処理をし

てますので、上水道施設ということで掲げております。 

 それから一方、大河内町の簡易水道、それから神崎町の簡易水道と

しての土地として、ここに上げてますように、両町それぞれ土地なり

施設を有しているところでございいます。 
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 また、下排水処理施設につきましても、両町ここに上げてますよう

な土地もしくは建物の面積を有しているとこでございます。 

 また、分譲宅地用地としまして、神崎町につきましては貝野団地、

それから大河内町については西山下の分譲宅地等の用地で、これらの

土地を有しているとこでございます。 

 また、一番下の産業廃棄物の処理施設としてでございいます。大河

内町にありますニガタケの残土処分地としての用地を２万９，４８８

平方メートル有しているという状況でございます。 

 これらが特別会計の財産の状況でございます。 

 ４ページ、５ページ、６ページにつきましては、既にこれまでの協

議会等でご報告申し上げましたので割愛させていただきまして、７ペ

ージの方をお願いしたいと思います。 

 特に大きな物品ということで、ここでは両町が有してます車両等に

ついての比較表を作っております。 

 ご説明の前に、１点ご訂正をお願いしたいと思います。それぞれ各

項目で、自動車の項目というんですか、区分をしておりますが、一番

上の方に「普通乗用車」という表現をいたしておりますが、これは乗

用車のみならず貨物等も含んだ数字でございますので、「普通自動

車」という、大変申しわけございませんが、訂正をお願いしたいと思

います。以下、「普通乗用車」という表現が３カ所ございますが、す

べて「普通自動車」ということで説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 あと、両町につきましてもそれぞれ車両等を有しておりまして、ま

ず一番上の一般会計という分でございます。 

 ここには通常の行政業務に使いますところの普通自動車、それから

軽自動車、それからマイクロバス等を上げております。また、消防の

行政に使用しますところの消防指令車、それから消防ポンプ自動車、

普通積載車、それから軽四積載車等もここに掲載いたしておりまし

て、神崎町では合計で５７台、大河内町では３９台ございます。その

中で、大河内町の消防関係車両につきましては、地元からの負担金と

いうんですか、そのようなものを徴して購入をしているという状況で

ございます。 

 次、２番目のリース・貸与自動車ということでございますが、リー

スにつきましては現に、実際に現時点では町の所有権はないわけなん

ですが、実際行政運営上必要な車の台数というんですか、現在行政運

営で利用している車の台数を知るという部分で、ここでリース車両に
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つきましても上げております。普通乗用車につきましては、神崎町で

はリース車両が１台、大河内町はリース車両が２台、４台の所有車が

ございますが、そのうち４台につきましては法人または第三セクター

等に貸し付けている車両が４台あるということでございます。以下、

軽自動車につきましても同じように大河内町ではリース車両が３台あ

り、第三セクター等に貸し付けている車が４台あるという状況でござ

います。また、マイクロバスにつきましても、大河内町は２台のマイ

クロバスを法人なり第三セクター等に貸し付けているという状況でご

ざいます。 

 次に、下の段で、特別会計の方でございます。 

 特別会計につきましてもそれぞれ車を所有いたしておりまして、上

下水道関係で神崎町は合計台数で６台、大河内町は３台の車を所有し

ているところでございます。 

 また、神崎町におきましては訪問看護事業で軽自動車を９台。 

 また、ケアステーションの事業で普通車、軽自動車合わせて３台の

車を所有しているという状況でございます。 

 これら、町全体としましては、神崎町は７６台の車、また大河内町

は５６台の車で現在行政運営をしているという状況でございます。 

 次、８ページでございます。 

 ここは先ほどの特別会計の中での上水道、また簡易水道事業の中で

土地の面積、建物の面積等をご説明申し上げましたが、神崎町におき

ましては、これらの事業につきましては公営企業会計方式という形で

運用されています。それなので、それらの財産につきましては資産等

という形で、金額の方にかえて管理をされていますので、それぞれの

水道、下水道等についての資産額等の数字がこのような形であらわれ

ているということでございます。一方、大河内町につきましては公営

企業会計方式を用いていませんので、それぞれの財産を資産額等とし

ての表示ができないという状況でございます。 

 これらの現況を踏まえまして今後の調整方針ですが、通例と同じよ

うな形の調整方針になるわけでございますが、これらや説明しました

財産等も含めて、すべて合併時点で所有している財産につきましては

新町に引き継ぐものとするということでの調整方針といたしたところ

でございます。 

 以上が協議第６０号の内容でございます。 

小寺（議長）    ただいま説明のありました財産の取扱いにつきまして、ご質問等が

ありましたらお受けをいたしたいと思います。 
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 松原委員、どうぞ。 

松原委員      神崎町の松原です。 

 ３ページなんですけども、普通財産の宅地の件で、１，９４９平米

ですか、これにつきましては旧大山支所ということになっとるんです

けど、建物についてはどういうふうな考え方でしょうか。 

小寺（議長）    佐谷総務課長。 

佐谷（課長）    建物の方につきましては、財産区の方の所有になっているかと思い

ます。 

小寺（議長）    松原委員、どうぞ。 

松原委員      神崎町の松原です。 

 かと思いますじゃなしに、ちょっと後で調べていただきたいんです

けども、それでよろしいでしょうか。 

佐谷（課長）    はい、わかりました。 

小寺（議長）    ほかに。 

 上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内町の上垣です。 

 机上に資料がありました３ページの分の扱いは、これ差しかえとい

うことでよろしいんでしょうか。 

小寺（議長）    これ、会議当初に事務局からもお願いしましたように、３ページ、

４ページにつきましては、本日テーブルの上に置いておりましたのが

新しいのでございまして、差しかえをしていただいてお願いをいたし

たいと思います。 

 ほかにございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    ご質問がないようですので、採決に移りたいと思います。 

 協議第６０号財産の取扱いにつきまして、賛成の方は挙手をお願い

いたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手全員であります。よって、協議第６０号財産の取扱いにつきま

しては原案どおり可決されました。 

 ここで暫時、ちょっと５分、休憩をいたします。 

 再開、１１時３０分といたします。 

            午前１１時２５分 休憩 

            午前１１時３４分 再開 

小寺（議長）    再開をいたします。 

 それでは、次に移ります。 
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 次に、協議第６１号新町の名称についてお願いをいたしたいと思い

ます。 

 この件につきまして、これまでの経過等を踏まえまして事務局の説

明をお願いいたします。 

 浅田次長。 

浅田（事務局）   それでは、協議第６１号新町の名称について。 

 新町の名称について協議する。 

 平成１７年１月２２日提出、神崎町・大河内町合併協議会会長足立

理秋でございます。 

 本件につきましては、合併協議における重要項目の一つでございま

す新町の名称についてでございます。 

 冒頭に報告で申し上げましたように、２月１５日の合併協議会が当

会場で設置をなされてから、２つの委員会、いわゆる名称、庁舎の位

置に係る第１の小委員会並びに建設計画の第２小委員会といった中

で、それぞれ委員会付託というような形で進めてまいりました。この

名称につきましても、数えること６回の小委員会を開催をいたしまし

て、最終の候補の絞り込みに当たったところでございます。 

 再確認ですけれども、１２月２２日に第１次選考ということで神崎

町のＫネットの方で１０名中９名の委員さんの参画を得まして、事務

局とともども一緒に協議をさせていただき、最終的に小委員会の委員

さんによる投票という形で、４回の投票で第１次選考２２作品を絞り

込んだところでございます。そして、年明けまして、１月７日にこの

２２作品の中から合併協議会へ提出をする５作品につきまして協議を

重ねていいただきました。この第５回、第６回のそれぞれ名称を選考

するに当たりましては、無記名投票という形での採用をさせていただ

いたところでございます。 

 本日、前の方に、残りました５作品を掲載をさせていただいており

ます。それで、少し説明を兼ねてご説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、２ページの方ですけれども、皆さんから見ていただいて一番

右の「神河」でございますけれども、全体８８６、無効がございます

ので８７７の中、１７の作品、応募がございました。「神河」という

ことで、理由、意味につきましては、応募者の方のそれぞれの思いを

掲載をさせていただいております。神崎町、大河内町が末永く、仲よ

くやっていくように願いを込めて、また神崎町の「神」、それから大

河内町の「河」をとって、将来残したい、いわゆるそれぞれの町の字
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体を１つずつとって一部残したいといった気持ち、それから２町の何

十年と呼び親しんだ町名を１文字ずつだけ残したいと、こういった意

味も込められて１７の応募がございました「神河」でございます。 

 それから、２点目に「美里」、美しい里でございます。これにつき

ましては、５名の方から応募がございました。これまで新町建設計画

の中でもご説明をさせていただきましたように、両町には美しい緑と

美しい川、そういった自然に恵まれた山里でございます。いつまでも

昔ならではの自然環境であることを願いつつ、この名前を応募され

た。それ以外に、２町とも美しい昔ながらの清流、山林に囲まれたふ

るさとであるというところでございます。こういうところから「美

里」という名前を５人の方が応募をされました。 

 それから３点目に、「埴岡」でございます。平仮名の応募もありま

したが、最終的にこの字体で１１名の応募をされた方のものが選考に

残っております。この「埴岡」につきましては、そこにも書いてござ

いますように、両町、このあたりを一つの歴史的な背景、いわゆる播

磨国の風土記、こういったところからその名称の応募をされた理由、

意味ということでつけられております。 

 少し朗読をさせていただきます。平仮名の市町が誕生する中、平仮

名では地域の歴史や個性が消され、文化が生まれない。２町の資料に

よる播磨風土記「埴岡の里」は歴史があると。ある方はこういう理由

でございます。それからもう一点、少し長いんですけれども。地名は

その地域の歴史的個性を示すもので、現住民だけじゃなく、ふるさと

を離れた人たちにとっても過ぎし日を思う大きな存在であると言われ

ております。古来、２町にまつわり、日本最古の地誌「播磨国風土

記」に記述のある由緒深い地名「播磨の里」に着目し、「埴岡町」と

する。平成の大合併に当たり、この由緒深い地名を新町名称として土

地固有の香気を残し、地域住民の一体感を醸成して、後世に地域の歴

史、文化を伝えていきたい。新町名「埴岡」の最初の音、「埴」の字

は「ねばつち」で、新町が今後粘っこくハートが触れ合う住民自治の

町、といったような応募の理由をつけられております。 

 それから、４作品目に「秀峰」という名前をつけられております。

これは両町の美しい、また大変珍しい観光の名所でございます砥峰と

か千ヶ峰、峰山、そういった大変美しい山々に囲まれた両町でござい

ますので、そういったところから「秀峰」といった名前をつけられて

おります。 

 そして最後、５作品目に「わかば」という名前が７名の方から応募
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されました。「わかば」は、今からどんどん伸びていくという意味も

こもっている。また、ＮＨＫ等でも現在放映されておるし、２町とも

緑がいっぱいで、新町名にぴったりであるという理由でございます。

また、２町の地形のハート型に緑の新芽の新しい町にふさわしいとい

うふうなところから応募をいただいたところでございます。 

 今回、応募をいただきました８８６点の中で、両町の約５４６名の

方から、１人２点ということで応募をいただきました。人口比に対し

まして約４％と、少し比率だけを見ますと寂しいかなという思いがあ

りましたけれども、特に両町の教育長さんを通じまして両町の小学

校、中学校の児童・生徒の皆さん方にも大変ご協力をいただいたとこ

ろでございます。そういった中で、本作品の５作品が残っておる中に

も小学生が家庭の方でお話をされたりとか、そういう意味もありまし

て残っておる方もいらっしゃいます。 

 そういったところで、この５作品が残ったところでございますけれ

ども、事務局といたしましては、これまでの小委員会の経緯、経過を

踏まえまして、３ページの方に最終選考の方法ということで掲載をさ

せていただいております。 

 他の合併協の事例等を見てみますと、最終の選考方法につきまして

は、一つがいわゆる委員さんによる無記名の投票、もしくは協議によ

る方法、こういう形で最終の名称を決定をされております。まず、こ

の２つの一つをどちらにするのかお決めいただければというふうに思

っております。 

 そして、その無記名という投票の形になる場合、いろんなケースが

考えられるわけでございます。 

 そこで、１案といたしまして、合併協議会委員さんの皆さん方が１

人２点を投票してやる方法。それから、その中で、投票結果におきま

して、例えば本日過半数ということで２５名の出席でございますの

で、「１５」と書いておりますけれども、それを「１３」というとら

え方をすれば、１３票以上の作品を最終候補にして、最後、委員さん

１人ずつで最終の投票を行うという方法。 

 それから、合併協議会委員さん、本日２５名ですので、１人が２点

ずつ投票をして、その投票結果で上位２点を最終候補とし、再度１人

１点ずつを持ち、最終の投票を行う、そして名称決定を行うという方

法が考えられるわけでございますけれども、この辺はあくまでも事務

局で他事例を参考に、協議方法並びに投票方法につきまして考えたと

ころでございますので、当協議会は当協議会のあり方でお決めいいた
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だければなというふうに考えております。 

 それから、新町名につきまして、大変事後になって申しわけござい

ません。これまで小委員会におきまして、立石委員長を中心に、公募

要領の検討から始まり、２次選考まで務めていただいたわけですけれ

ども、この過程の中におきまして、名称のあり方といいますか、選考

過程におきまして見識者の意見を聞いておくべしということが、６月

の第３回ぐらいの委員会のときに委員さんの方からも声が出たところ

でございます。そして、去る１月１２日に両町長、両町議長、特別委

員長、そういった席におきましてもこの事項が確認されまして、その

際、両町の村田並びに山田教育長でそういった部分につきましての判

断をゆだねるということになってございました。そして、去る１月１

９日に両町の教育長さんと、両町から地名と歴史を特に研究されてい

る方を交えられて検討をされました。そこで、検討いただきました内

容につきまして、歴史、文化に精通されておる方ばっかりでございま

すので、やはり歴史、文化的な視点からの意見をいただきました。た

だ、この中で「埴岡」は、皆様方ご存じのように播磨国の風土記とい

う中で、神崎、大河内、市川、また一部には生野といったところがエ

リアとしてございます。本当は、「埴」の漢字が、当用漢字にない難

しい字が本来でございますけれども、平仮名が適当という話もござい

ましたが、漢字はだめではないということで公募要領に定めておりま

したので、識見者の方からも漢字についてはだめということではない

というご意見をいただきました。そのほかの名称等につきましても、

安易なつけ方、音読みより大和言葉の方がよいとか、歴史的にはどう

かといった批評等もいただいたところでございます。 

 そこで、当初、小委員会でも決めていただきました選定基準には、

歴史、文化にちなんだ名称のほかにも地理的にイメージできる名称、

両町の特徴をあらわした名称、合併を記念した名称、希望が持て、発

展を願える町、その他ふさわしい名称という一つの選定基準を設けて

ございましたので、これらのこともあわせもって、ひとつ選考を願っ

てはというふうに思っておりますので、以上、最終選考方法につきま

しての説明を終わらせていただきます。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    どうもありがとうございました。 

 それでは、まず初めに、選考方法について皆さんのご意見をお伺い

をいたしたいと思います。 

 今の事務局の説明ですと、委員さん全員による無記名投票で行った
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らいいのかとか、また協議による方法ということで、３ページ等に一

応選考方法等の案が示されております。その等についてご意見がござ

いましたら、委員の方々のご意見をお伺いをいたしたいと思います。 

 中塚委員、どうぞ。 

中塚委員      神崎の中塚です。 

 方法については、無記名投票がいいと思います。 

 そして、その無記名投票の方法ですが、１案、２案も大変どちらも

いい案ですが、私といたしましては、５点の今の候補に重みを持たす

ために１案の方がいいんではないかと考えます。 

 以上です。 

小寺（議長）    今、中塚委員の方から、無記名で１案ということですが、まず初め

に、できましたら無記名によるのがいいのか、協議による方法がいい

のかを委員の方々に決めていただいて、決まりましたらその次に移り

たいと思いますので、ご意見がないようでしたら議長の方から挙手で

どちらかに決めたいと思いますが、それにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    それでは、まず……。 

 上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内町の上垣です。 

 それまでに、前段のことでちょっと確認をさせていただきたいと思

います。 

 今、いわゆる３町合併等を含めて我が町の住民投票の問題、いろん

な問題が出ております。そういう中で、いわゆる今までの選考過程

云々に問題をつけるということではないんですけども、いわゆるスケ

ジュール的に合併協議会、事務局としてどういうふうな考え方をされ

ておるんか、その辺をまずお伺いしたいと思います。 

小寺（議長）    浅田次長、お願いします。 

浅田（事務局）   先ほどご質問ございましたように、２町と３町が並行いたしており

まして、３町の方につきましても名称問題につきましての議論が先週

なされたところでございます。３町につきましては、時間がないとい

う中で、２町でいろいろ、さまざま調整をしてまいったことを尊重し

ながら決めていくといった方針で臨まれておるところでございます。

したがいまして、新町名称につきましても、そういった中で幹事会、

また協議会の中でもさまざまな議論があるわけでございます。前回、

２０日の日の第２回の合併協議会の中におきましても、そういった名

称の問題につきましていろんなご意見が出たところでございますけれ
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ども、当２町の協議会につきましては、基本的に２町の名称を決める

と。２町の名称を決める中で、３町の合併協議会の方におきまして

は、これまで２町で公募をかけたものを、作品の中からそれを取り扱

うのか、また３町は３町で市川町の皆さん方のご意見などもある程度

何らかの形で公募をかけるのか、その辺につきましては、少し３町合

併協議会の方での委員さんでの協議が今後出てまいるのかなというふ

うに感じておるところでございます。そして、２町の関係につきまし

ては、名称が決定になりましたら、その後県の方で政策会議といった

ものがございますので、それには新町建設計画、そういったものが当

然協議をなされてまいるところなんですけれども、名称につきまして

は基本的に大きな項目でございますので、これまで協議経過をしてま

いった中で、２町で取り組んでまいった一つの成果として本日協議と

してご提出をさせていただいておるというところでございます。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内町の上垣です。 

 今の説明で、内容的にはそうかと思います。ただ、スケジュール

的、いわゆるこういう時期に来ております。ほんで、いろんな諸問題

がある中で、いわゆるこういう方法でやるについても、いついつまで

にとか、大体スケジュールがあろうかと思います。もっと極端に言え

ば、今日決めないといけない問題かどうか、その辺も含めて、いわゆ

る、例えば１月中でええんですよとか、２月中ごろとか、その辺のス

ケジュール的な余裕と言うたらおかしいいですけど、その辺はどうい

うお考えでしょうか。 

小寺（議長）    浅田次長、どうぞ。 

浅田（事務局）   まず１点は、これまで小委員会を踏まえて、年度当初のスケジュー

ルに合わせながら、事務局としてはできるだけ早期に決めていただき

たいという思いの中でスケジュールを進めてまいりました、特に名称

につきましては。 

 それと、当然、ご存じのように２月２０日には大河内で一つの大き

な判断がなされます住民投票が実行されます。市川町についても同様

なんですけれども、こちらの方でそういった判断の中でいろいろ決め

てまいったことも、そういう住民投票の結果次第によっていろんな流

れが変わることもございますけれども、私どもといたしまては、それ

までの間、でき得る限り詰められることにつきましては、特に大きな

項目、こういった名称、あと残っております新庁舎の最終の部分の事
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務組織、そういったものにつきましては少し時間を要しますので、そ

ういったものは住民投票までに決めておきたいという部分もあるとこ

ろでございます。 

 以上です。 

小寺（議長）    よろしいですか。 

 上垣委員、どうぞ。 

上垣委員      大河内町の上垣です。 

 少なくても、今３町協議が始まっておりまして、今日の新聞にも載

っておりましたけども、いわゆる３町協議の委員さんにつきまして

は、この２町協議の委員の中からの選出で今進められておると思いま

す。だから、３町協議の内容については恐らく細かくご存じであろう

と思うんですけども、今日の新聞によりますと、いわゆる対等合併に

ついては承認をされておりますが、一応町名云々については継続とい

う形が新聞に載っておったかと思います。一応、それと、これからの

いろんな対応、その件がありまして、ほんまに５町の中で、先ほどの

説明の中にもありましたけども、いわゆる５４６人の応募の中からの

ということで、４％という少数の応募者の中からということでなって

まして、ほかの他町の、新聞等で見ますと、大きな要素がいろいろな

かなか先行きができない大きな問題になっております。だから、可能

な限りこの問題は、町名も含めまして、私はいわゆる時期的なもんも

考えまして再考を図ってもらえればなと思っております。 

 ちなみに、応募の内容につきましても、関心度からいいますと、割

と大河内町と神崎町を比べますと、大河内町の方が票数からいえば多

くて神崎町が少なかったと。ほんで、内容については資料がないんで

すが、いわゆる年代別の町比較の要素が入ってませんのではっきりし

たことはちょっと言えんかと思いますけども、２０代以下の応募者数

が非常に多いということは、将来を担う人にとっては大事なことやと

思うんですけども、特に小学校を中心にした応募者は、大河内町が極

端に多くて、神崎町はほとんど少ないというような状況で、その辺で

ほんまに神崎町と大河内町の方が、いわゆる町民が納得するんかなと

いうようなことが後々残るんじゃないかと思うんです。細かいことを

言えば、そういうことがちょっと気がついたんで、いわゆる今日決め

ないといかんもんかどうか。 

小寺（議長）    足立会長。 

足立（会長）    新町名称選考募集につきましては、当初からの合併協議会全体で十

分な議論をしていただきまして、その後小委員会に付託する形で、小
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委員会でこれまた精力的にご検討をいただいて今日に至っておるわけ

であります。 

 そういった考え方の裏には、できるだけ早く新町の名称を決定した

いという多くの皆さん方のご意見といいましょうか、お気持ちをやは

りお感じをいただきまして本日に至っておるわけでありますが、そう

言いながら、今回の新町の名称決定につきましては決して早いという

状況では私はないと、このように思います。 

 これまで１６回の合併協議会を開設をしていただきまして、そのほ

とんどにつきまして全員賛成と、一部はございましたけれども、とい

う形でクリアをさせていただいております。そして、名称につきまし

ても、私といたしましては８００通の応募があったということは、非

常に関心が高い状況の中で応募をしていただいたんではないか、また

子供さんのやはり応募もあったということも、これも新町にかける子

供たちの思いがこもっておると、ああいったようなことで、大変私は

今回の応募につきましては高い評価をさせていただいておるわけでご

ざいます。その中から、本当に精力的に小委員会で今日まで５点に絞

っていただいたというところでございますので、今日は是非とも名称

の決定をしていただきたい、このように思いますので、どうぞひとつ

よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 なお、３町の議論につきましては、３町において３町にふさわしい

名称の決定をされるような形で検討がなされると思いますんで、その

ことについては３町で十分審議をしていただくというふうにお願いを

できたらと思います。 

小寺（議長）    ただいま上垣委員の方から、本日決定云々ということもございま

す。ということもありますし、また会長の発言ですと、本日ご決定を

いただきたいということでございますので、議長としまして皆さんの

ご意見をひとつ挙手で諮りたいと思います。 

 新町の名称につきましては、本日の合併協議会において決定をする

ということに賛成の方、ひとつ挙手をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手多数でございますので、新町の名称につきましては、本日この

合併協議会において決定をいたしたいと思います。 

 次に、決定の方法についてでございますが、無記名投票によるの

か、協議によるのかということでございます。 

 まず初めに、無記名投票によるということに賛成の方は挙手をお願

いいたします。 
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            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手多数でございます。よって、表決方法につきましては無記名投

票により決定をいたしたいと思います。 

 次に、無記名投票によりますと、事務局から出ております１案、２

案がございます。１案、２案につきましてご意見がありましたら、ご

意見をお伺いをいたしたいと思います。 

 ご意見ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    ないようでしたら、議長におきまして１案並びに２案の賛否をとり

たいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 １点、事務局より説明をさせます。 

浅田（事務局）   済いません、先ほど申し上げたんですけど、１案はあくまでも２８

名全員の方がいらっしゃっての過半数ということで１５というふうに

書いておりますので、本日は２５名ということでございますので、そ

の過半数ということになれば１３。ただし、この場合は一度で決まっ

てしまう可能性もあるということで、ひとつご理解をいただきたいと

思います。 

小寺（議長）    今の事務局の説明によりますと、１案ですと一遍に決まってまう可

能性もあるということも頭の中に入れておいた中で、ひとつ委員の皆

様方のご判断を仰ぎたいと思います。 

 ありませんか。 

竹國委員      神崎町の竹國なんですが。 

小寺（議長）    竹國委員、どうぞ。 

竹國委員      １人２点のことなんですが、こういうことがあるかないかわからな

いんですが、同じ名前を２つ書く、この取り扱いにつきましてちょっ

とお願いします。 

小寺（議長）    事務局、どうぞ。 

浅田（事務局）   済いません。基本的にはちょっと明記はいたしておりませんけれど

も、１人２点、同じ名前は応募のときと同様でだめですということで

ございます。したがって、２通りの名前ということで。 

 これ、まず２つがいいのかどうかということも踏まえてこの案を作

っておりますので、そういった意味も含めてお願いしたいと思います

ので。 

小寺（議長）    委員の方々の中で、１人２点を１人３点というご意見もあるかもわ

かりませんし、どうですかね。 

 奥野委員、どうぞ。 
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奥野委員      最終的にまだ決戦投票があるんでしたら、１人１票にしてくださ

い。 

小寺（議長）    ほかにございませんか。 

 副議長、どうぞ。 

多田（副議長）   神崎町の多田です。 

 ２案で上位２点を一応最終候補として、そして決戦投票という形に

してもうた方がいいんじゃないかなと思うんですけど。で、１人２点

という、無論前提でございます。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

小寺（議長）    ただいま異議なしという声が出ました。 

 事務局の説明によりますと、１案ですと１３票以上出えへん可能性

もあるというような説明でございますので、そうなりますとなかなか

最終候補というのは決まりにくいというようなこともあります。今の

副議長が言われましたように、２案ですと、１人２点ですと、必ず上

位２点は最終候補に出るということなので、そこらのことも考えます

と、私、議長じゃなくて小寺で、私自身ですとやっぱり２案の方がい

いんじゃないかという、これは私の意見でございますので、皆さんの

意見もありましたらひとつ。何か、１案ですと、皆さんがばらばらに

投票されますと、本日過半数ということになりますと、１３票以上や

ないと最終候補に残らないということで、それのために３回、４回と

多分投票があるんじゃないかということも考えられますので、そこら

のことも頭の中に入れていただいた中で、できましたら１案と２案と

いうことでひとつ賛否をとりたいと思います。 

 それでは、異議なしという声がありました関係もございますので、

初めに２案を諮りたいと思います。 

 それでは、無記名投票の方法につきまして、事務局が示しておりま

す２案、投票結果において上位２点を最終候補とするということに賛

成の方はひとつ挙手をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手多数でございますので、無記名投票の場合の方法につきまして

は事務局が定めました２案に決定をいたしました。 

 それでは投票に移りますが、投票用紙を配る間、ちょっとだけ休憩

をいたします。 

小寺（議長）    休憩を解きます。 

 それでは書いていただいて、もうすぐしますと投票箱を持って回り

ますので、それに入れていただきたいと思います。 
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 それでは、事務局の職員が投票箱を持って回りますので、投票をお

願いをいたしたいと思います。 

            〔投  票〕 

小寺（議長）    それでは、事務局の職員の手によりまして開票をいたしたいと思い

ますので、全員で立ち会っていただきますとこれ以上公正なことはご

ざいませんので、よろしくお願いいたします。 

            〔開  票〕 

小寺（議長）    第１回の投票の集計ができましたので、事務局より発表をさせま

す。 

 浅田次長、どうぞ。 

浅田（事務局）   それでは、お手元に、本日投票がある場合ということで、５つの名

前に空欄を書いた用紙をお配りしておると思いますので、そちらの方

にご記入いただければと思います。 

 まず、「美里」１４票、「神河」１８票、「秀峰」２票、「埴岡」

１１票、「わかば」３票。で、無効が２ということでございます。無

効といいますか、白票がございますので。 

 再度申し上げます。 

 「美里」１４、「神河」１８、「秀峰」２、「埴岡」１１、「わか

ば」３でございます。 

小寺（議長）    ただいま事務局の発表のありましたように、「美里」１４、「神

河」１８、「秀峰」２、「埴岡」１１、「わかば」３、無効が２とい

うことで、合計５０でございます。したがいまして、２案ということ

でございますので、上位の２つということで「美里」１４と「神河」

１８、２つに絞りまして２回目の投票に移りたいと思います。 

 「美里」または「神河」を１人１点ご記入をお願いをいたします。 

 投票用紙を配付いたします。 

            〔投票用紙配付〕 

小寺（議長）    皆、ご記入終わりましたか。 

 終わったようですので、投票箱を事務局が持ってまいります。 

            〔投  票〕 

            〔開  票〕 

小寺（議長）    ただいま集計が終わりましたので、事務局より発表をしていただき

ます。 

浅田（事務局）   それでは、２回目の最終選考ということで、まず「美里」７票、

「神河」１７票、白票が１でございます。したがいまして、「神河」

で決定でございます。 
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 以上です。 

小寺（議長）    ただいま選考の上、決定いただきました新町の名称は、「神河町」

となりました。 

 ここで、選考されました新町名につきまして、採決に入ります。 

 それでは、合併後の新しい町名を「神河町」とすることで賛成の方

は挙手をお願いいたします。 

            〔賛成者挙手〕 

小寺（議長）    挙手多数であります。よって、新しい町名を「神河町」とすること

に決定をいたしました。 

 その他に移ります。 

 その他で、事務局、お願いをいたします。 

浅田（事務局）   それでは、先ほどご決定をいただきました「神河」に１７名の方が

応募をされていらっしゃいます。この方々に感謝状並びに記念品とい

う形で補正予算もご承認をいただいたところでございますけれども、

このあたりにつきましては事務局の方で再度調整をし、正・副会長を

初め、また小委員会の方の委員さんにもご相談を申し上げ、どういっ

たものを、いつ、どういう形で贈るんだといったことも今後の事務の

一つで進めてまいりたいというふうに思っております。その点が、ま

ず１点でございます。 

 それと、次回の合併協議会、第１７回になるんですけれども、いよ

いよ残っておりますものが、新町の庁舎の関係でございます。特に神

崎町の支庁舎、それにあわせましたところの事務組織、このあたりが

最後に残ってございますので、そのあたりを詰めていただく。そし

て、最終的に新町建設計画の県事業が反映されましたものを再度合併

協議会の方でご報告し、承認をいただくということも県との協議でご

ざいますので、そのあたりも今後３町合併協との日程調整も十分調整

しながら、委員さんの調整を含めて開催をしてまいりたいというふう

に考えておるところでございます。 

 １７回の合併協議会の日時につきましては、そういった最終の事務

調整が終わり次第、幹事会に諮り、また正・副会長さん等の協議をい

ただきながら日時を決めてまいりたいというふうに考えておりますの

で、いましばらく時間の方はご容赦いただきたいというふうに考えて

おるところでございます。 

 以上でございます。 

小寺（議長）    今、事務局から、その他についての説明がございました。 

 次回等の合併協議会等につきましては、調整が済み次第、できるだ



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 51 - 

け早く委員の方々に伝達並びにまた資料等の配付をしていただくよう

にお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、最後に足立会長よりごあいさつをお願いいたします。 

足立（会長）    それでは、一言お礼を申し上げたいと思います。 

 回を重ねること１６回でございましたが、本日は記念すべき新町の

名称、「神河町」にご決定をいただきました。本日まで協議会の皆さ

ん方、とりわけ小委員会におきましては精力的にご審議をいただきま

して本日の成果を生むことができましたことに対しまして、心から感

謝とお礼を申し上げたいと、このように思います。また、新年初の会

議でこのような形ができましたことも、これはひとえに委員の皆さん

方のたゆまざる研さんとご尽力、そしてご理解とご協力のおかげであ

ろうと、このように存ずる次第でございます。願わくば、この「神河

町」で２町合併が出せることを、しかしそうは言いながら３町合併に

つきましても今議論の最中でございますので、住民の皆さん方の賢明

なご判断をお願いを申し上げたいと、このように存ずる次第でありま

す。 

 なお、残されました庁舎等にかかわります事務等の問題でございま

すが、これはこれから人事配置等に係る問題でございまして、大変重

要な問題であろうと、このように思います。幹事会等におきまして十

分な審議を経ていただきまして、できれば全職員が一体となった形

で、集大成としてこの協議会に提出をしていただければありがたいな

と、このような思いをいたしておるところでございます。 

 本日は、年明け早々でございましたけれども、このように多くの皆

さん方がご出席をいただきまして成果を上げていただきましたことに

対して、心から感謝とお礼を申し上げまして、ごあいさつとさせてい

ただきます。 

 ありがとうございました。 

小寺（議長）    それでは、これで本日の会議を閉じたいと思います。 

 本日はどうもご苦労さんでございました。ありがとうございまし

た。 

 

 


